
　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
創
立
50
周
年
を
迎
え
、
創
立
記
念

日
の
11
月
１
日
に
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　
半
世
紀
前
、
当
ク
ラ
ブ
の
本
拠
地
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
は
存
在
せ
ず
、
ホ
テ
ル
の
部
屋
を
借
り
て
会
見

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
事
務
局
も
日
本
新
聞
協
会
の
一
隅

に
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
会
見
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、

会
員
制
度
の
仕
組
み
、
会
見
場
な
ど
の
設
備
か
ら
、
緑
の

緞
帳
や
文
具
に
至
る
備
品
ま
で
、
先
人
の
皆
さ
ん
が
ゼ
ロ

か
ら
営
々
と
し
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
場

を
借
り
て
、
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
記
者
会
見
な
ど
の
プ
レ
ス
向
け
行
事
は
創
立
１
年
目
が

年
50
回
、
そ
れ
が
今
や
年
２
０
０
回
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
近
年
は
会
見
以
外
に
も
、
全
国
の
記
者
が
参
加
す
る
取

材
団
、
研
修
会
、
記
者
ゼ
ミ
な
ど
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
ら

し
い
社
を
横
断
し
た
活
動
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
膨
大
な
数
の
会
見
を
記
録
し
た
動
画
や
音
声
も
ウ
ェ
ブ

を
通
じ
て
一
般
に
無
料
公
開
し
、「
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
基

地
」だ
け
で
な
く「
現
代
史
の
記
録
者
」と
し
て
の
機
能
も

果
た
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
新
た
に
作
成
し
た
ウ
ェ
ブ
版「
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
50
年
史
」は
当
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
来
月
号
の
会
報
で
は
、
50
周
年
記
念
の
別
刷

り
も
発
行
し
ま
す
。

　
今
後
と
も
会
員
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

創立５０周年、盛大に祝賀の宴
創立記念日の１１月１日、会場の１０階ホールに政財官界や各国大使館からの招待者、会員
３１５人が集い、日本記者クラブの５０歳の誕生日を祝った。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
創
立
半
世
紀

ウ
ェ
ブ
版「
50
年
史
」も
完
成

Ⓒ日本記者クラブ 20192019年11月10日第597号

日本記者クラブ会報
公益社団法人　日本記者クラブ　〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1　日本プレスセンタービル　TEL. 03-3503-2722　https://www.jnpc.or.jp/

597_P1,18-20.indd   1 2019/11/07   17:48:58

https://www.jnpc.or.jp/


No.597　2019.11.10　日本記者クラブ会報⃝ 2

交流・歓 談

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
創
立
５０
周
年
を
記
念

す
る
パ
ー
テ
ィ
ー
が
創
立
記
念
日
の
１１
月
１

日
、
１０
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、
原
田
亮
介
理
事
長
が「
ク
ラ
ブ
５０

年
の
歴
史
を
築
い
て
く
れ
た
諸
先
輩
に
改
め

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
」と
挨
拶
、
乾
杯

の
音
頭
を
と
っ
た
。

　
続
い
て
、
原
田
理
事
長
、
梅
野
修
副
理
事

長
に
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
白
石
黄き

良ら

ら々

選
手

（
世
界
陸
上
選
手
権
男
子
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

銅
メ
ダ
リ
ス
ト
）も
加
わ
り
、
鏡
開
き
が
行

わ
れ
た
。

　
安
倍
晋
三
首
相
も
公
務
の
合
間
を
縫
っ
て

駆
け
付
け
、お
祝
い
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

３
０
０
人
以
上
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
会
場
で

は
、
２
時
間
以
上
に
わ
た
り
懇
談
の
輪
が
広

が
っ
た
。

創
立
５０
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

白石黄良々選手（左）を交え、お祝いの鏡開
きを行う原田亮介理事長（中央）と梅野修副
理事長

（前列右から）高市早苗総務相、玉木雄一郎国民民主党代
表らも参加した

　（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
）５０
年
前

の
１
９
６
９
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
５

年
後
、
大
阪
万
博
の
１
年
前
で
し
た
。
外
国

か
ら
要
人
が
来
た
時
に
会
見
す
る
場
所
が
な

い
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
各
社
が
手
を

携
え
て
当
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
５０
年

の
歴
史
を
築
い
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
の
ご

努
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
ま
私
た
ち
は
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
登

場
を
き
っ
か
け
に
世
界
的
な
混
迷
の
時
代
に

あ
り
ま
す
。
我
々
は
伝
統
メ
デ
ィ
ア
の
退
潮

と
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
の
拡
散
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
質
の
高
い
報
道
を
維
持
す
る
こ
と

が
民
主
主
義
の
礎
で
あ
り
ま
す
し
、
そ
れ
を

守
る
拠
点
が
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
皆
さ
ま
の
記
者
ク

ラ
ブ
へ
の
ご
助
力
を
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

原田亮介理事長あいさつ

質高い報道の拠点として

左から04年度クラブ賞受賞者の春名幹男会員、
北村正任第13代、滝鼻卓雄第14代の各理事長

オリックスの宮内義彦シニア・チェアマン（中央）と懇談
する斎藤史郎第15代理事長（左）と今井環元副理事長左から吉田慎一第16代理

事長と公正取引委員会の
杉本和行委員長

50人近くの外国人招待
者のために、クラブで
長年、海外ゲスト会見
の通訳を担当してきたサ
イマル・インターナショ
ナルの長井鞠子さんが
通訳した

中江利忠第７代理事長（左）と
堀越作治会員

東京2020組織委員会の武藤敏郎事
務総長と懇談する杉田亮毅第12代
理事長（右）
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創 立50周年記念パーティー

　５０周年おめでとうございま
す。（私はここで）国政選挙６

回、総裁選２回、白熱の論戦をしました。皆さまから厳
しいご質問をいただきましたが、きょうは和やかに会場
に足を運ぶことができました。
　この場には政治家だけではなく世界からアスリートや
ビジネスマンなど、「時の人」が集まる場所であり、ここ
からニュースが世界に発信されました。それだけ皆さま
の役割は大きかった。改めて敬意を表したいと思います。
　５０年で大きな変化がありました。デジタル化、ＳＮＳ
の登場であります。人々の（情報の）受け取り方も大き
く変わりました。横並び、どこかで聞いたような独りよ
がりな発信は見向きもされません。
　これをピンチととらえるのかチャンスととらえるのか。
ぜひメディアの皆さまにもこの変化をチャンスととらえ
ていただき、さらに発展していくことを期待しています。

安倍晋三首相お祝いのスピーチ

ピンチをチャンスに

左から森永公紀会員、粕谷賢之
理事、小松浩総務委員長

左から99年度クラブ賞受賞者の
黒岩徹会員、エチオピア大使館
のウデネ・ワカヨ一等公使参事官、
中井良則前専務理事、土生修一
専務理事

伊藤芳明第17代理事長（左）と会員
歴30年のカナダ大使館の清水いりや
さん（右）

副
理
事
長
の
正
籬
聡
さ
ん（
左
）

「おめでとうございます」。多数の招待者から
お祝いの言葉を受ける原田理事長（左）

ク
ラ
ブ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
日
本
酒

を
つ
く
っ
た
新
潟
県
五
泉
市
の

「
金
鵄
盃
酒
造
」が
鏡
開
き
用

に
選
ん
だ
た
る
酒
は
美
味
と
大

好
評

初
代
総
務
部
長
を
務
め
た
春
原
昭

彦
会
員（
右
）と
橋
場
義
之
会
員

クラブがプレスセンタービルに移転するころ総務
部長を務めた桂敬一会員（左から3番目）と旧事
務局職員の皆さん

14年度クラブ賞受賞者の山田孝男会
員（左）と公明党の山口那津男代表

左から時事通信の渡辺祐司常務、小田尚第
18代理事長、田中隆之会員資格委員長

左から鈴木美勝会員、立憲民主党の福山
哲郎幹事長、千野境子会員

この日の一番の人気はアラスカシ
ェフ特製のローストビーフ
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⃝会見動画もYouTube日本記者クラブチャンネルで見ることができます⃝� １０月のクラブゲス ト

和
わ

田
だ

　春
はる

樹
き

　東京大学名誉教授

　歴史を振り返り日韓双方の非を
指摘した上で「年末には差し押さ
えた日本企業資産の競売手続きが
始まる。12月から来年の五輪まで
を『オリンピック休戦期間』とし
て全ての措置を凍結し、交渉に努
力してもらいたい」と五輪停戦の
伝統になぞらえた提案を行った。

■10・2（水）「朝鮮半島の今を知る」34／司会：五味洋治委
／出席：69人

遊
ゆ

川
かわ

　和
かず

郎
お

　亜細亜大学教授

　抗議運動への香港政府の対応は
「政治的譲歩、経済措置、武力鎮
圧などがあるが、いずれも非現実
的」と指摘。「住宅価格の非常識
な高値への不満が抗議の背景にあ
る。不動産を牛耳る財閥に圧力を
かけ価格を下げて鎮静化させよう
と香港政府は考えている」

■10・4（金）「米中争覇」⑤ 混乱が続く香港の行方／司会：坂
東賢治委員／出席：83人

ウェイウェイ・ヌー　ミャンマー人権活動家

　父が民主主義活動家というだけ
で自身は政治犯として７年間投
獄。「アウンサンスーチーは私の
ヒーロー。しかし今は権力を正し
く使っていない」と批判。日本の
援助には「ミャンマー政府への援
助は民族浄化の手助けになる。現
地の団体に直接援助すべき」。

■10・8（火）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：池田薫
／出席：30人

松
まつ

田
だ

　康
やす

博
ひろ

　東京大学教授

　「（政治的リスクの面で）台湾の
年金問題は日本の消費税問題に相
当する。そこに手をつけた蔡英文
政権は支持率が低下、昨年の地方
選は大敗。しかし香港のデモ拡大
などの影響で総統選は蔡氏優勢
に」と分析。米中対立は「対中投
資が多い台湾が最大の被害者」。

■10・10（木）「米中争覇」⑥ 台湾総統選と米中対立／司会：
坂東賢治委員／出席：70人

上
うえ

野
の

　愛
あ

咲
さ

美
み

　囲碁・女流棋聖

■10・11（金）記者会見／司会：小川記代子委員／出席：30人

浅
あさ

川
かわ

　伸
しん

　日本アンチ・ドーピング機構専務理事

■10・21（月）「オリンピック・パラリンピックと社会」①／司
会：森田景史委員／出席：30人

山
やま

梨
なし

　俊
とし

夫
お

　あいちトリエンナーレのあり方検証委員会座長

■10・18（金）「＜表現の不自由展・その後＞のその後」①／司
会：川上高志委員／出席：57人

野
の

田
だ

　邦
くに

弘
ひろ

　鳥取大学特命教授

■10・24（木）「＜表現の不自由展・その後＞のその後」②／司
会：坪井ゆづる委員／出席：45人

芝
しば

野
の

　虎
とら

丸
まる

　囲碁・名人

■10・18（金）記者会見／司会：小川記代子委員／出席：45人

津
つ

山
やま

　恵
けい

子
こ

　ジャーナリスト

■10・28（月）「トランプ政権と対峙する米メディア　NYから
の報告」／司会：土生修一専務理事／出席：96人

下記のゲストの会見リポートは５～８ページに掲載しています
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１０ 月のクラブゲスト� ⃝ゲスト全員の会見リポートはクラブのウェブサイトで読めます⃝

松
まつ

下
した

　修
しゅう

三
ぞう

　日本エイズ学会理事長

　北海道の男性がHIV感染を告げ
なかったことを理由に、病院での
就職内定を取り消された。「病院へ
の怒りはあるが、攻撃しても解決
しない。エイズは治療を続けてい
れば普通に生きられる病。差別は
こうした知識がないから起きる。
知ることが差別・偏見をなくす」

■10・23（水）「HIV／エイズ」／司会：宮田一雄会員／出席：
24人

外
との

村
むら

　大
まさる

　東京大学大学院教授

　「（朝鮮人に対して）無能なので
日本人に従うのが当然、としてそ
の労働力、資源、土地、文化を日
本人のために使う。これが植民地
主義。徴用であるかどうか、労務
動員法に基づくかどうかではな
い。日本人は、そういう実態を認
めて反省、謝罪することが重要」

■10・25（金）「朝鮮半島の今を知る」35　朝鮮人強制連行の
態／司会：五味洋治委員／出席：46人

横
よこ

大
だい

道
どう

　聡
さとし

　慶應義塾大学大学院教授

　専門は憲法。「トリエンナーレ
実行委員長が知事だったことで、
表現が県に帰属すると誤解され
た」と指摘。「多様な価値の流通
との観点から、助成の判断は公権
力ではなく芸術の専門家に委ねる
べき。そうした専門家の育成と表
現の帰属の明確化が今後の課題」

■10・25（金）「＜表現の不自由展・その後＞のその後」③／司
会：坪井ゆづる委員／出席：30人

　
会
見
余
話

● 

囲
碁
界
の
ス
タ
ー
２
人
が 

 

ゲ
ス
ト
の
最
年
少
記
録
更
新

　
囲
碁
界
の
若
き
ス
タ
ー
２
人
が
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
の
ゲ
ス
ト
最
年
少
記

録
を
塗
り
替
え
た
。

　
男
女
す
べ
て
の
棋
士
に
参
加
資
格

の
あ
る
棋
戦（
竜
星
戦
）で
女
性
棋

士
と
し
て
初
め
て
準
優
勝
に
輝
き
、

10
月
11
日
に
会
見
し
た
上
野
愛
咲

美
・
女
流
棋
聖
は
２
０
０
１
年
10
月

26
日
生
ま
れ
の
17
歳（
当
時
）。
半

世
紀
を
迎
え
る
ク
ラ
ブ
の
歴
史
を
通

じ
て
、最
年
少
の
ゲ
ス
ト
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
10
代
で
史
上
最
年
少
の
囲

碁
名
人
と
な
り
10
月
18
日
に
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
た
芝
野
虎
丸
・
名
人

は
１
９
９
９
年
11
月
9
日
生
ま
れ
の

19
歳（
当
時
）で
、
こ
ち
ら
は
男
性

ゲ
ス
ト
と
し
て
歴
代
最
年
少
者
と
な

っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
最
年
少
ゲ
ス
ト
は
、

香
港
の
民
主
化
運
動
活
動
家
の
黄
之

鋒（
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
ォ
ン
）さ
ん

と
周
庭（
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ョ
ウ
）さ

ん
の
男
女
２
人
で
、
２
人
そ
ろ
っ
て

ク
ラ
ブ
で
会
見（
２
０
１
７
年
６
月

15
日
）し
た
時
に
は
共
に
20
歳
だ
っ

た
。

上
野

　愛
咲
美
　囲
碁・女
流
棋
聖

1０月11日

女
流
初
の
タ
イ
ト
ル
戦
準
優
勝

「
男
女
差
、
感
じ
た
こ
と
な
い
」

　
囲
碁
や
将
棋
の
世
界
で
は
、
女
流
棋
士

が
男
性
棋
士
を
押
し
の
け
て
タ
イ
ト
ル
を

取
っ
た
こ
と
は
な
く
、
男
性
が
優
位
な
ゲ

ー
ム
だ
と
思
わ
れ
て
き
た
。９
月
、囲
碁
界

に
異
変
が
起
き
た
。
全
て
の
棋
士
に
参
加

資
格
の
あ
る
棋
戦
で
は
こ
れ
ま
で
、
女
流

棋
士
は
８
強
入
り
が
最
高
だ
っ
た
が
、
上

野
愛
咲
美
女
流
棋
聖（
当
時
17
）は
竜
星
戦

で
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
ら
男
性
ト
ッ
プ
棋

士
を
連
破
し
、準
優
勝
を
果
た
し
た
の
だ
。

　
囲
碁
は
本
当
に
男
性
優
位
の
ゲ
ー
ム
な

の
か
。
上
野
女
流
棋
聖
は「
男
女
差
を
感

じ
た
こ
と
は
な
い
」と
い
う
。
そ
し
て
、

「
男
の
人
は
す
ご
く
熱
心
に
、
と
こ
と
ん

研
究
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。

男
の
人
の
よ
う
に
、
と
こ
と
ん
研
究
す
れ

ば
追
い
つ
け
る
」と
考
え
て
、
今
は
プ
ロ

を
超
え
る
実
力
を
持
つ
Ａ
Ｉ（
人
工
知

能
）で
研
究
を
積
み
、
実
力
を
高
め
た
。

　
強
さ
の
特
徴
は
、「
ハ
ン
マ
ー
」と
呼

ば
れ
る
積
極
的
な
攻
め
。
相
手
の
石
を
攻

め
取
る
展
開
を
得
意
と
し
、
逆
に
１
目
を

争
う
よ
う
な
細
か
い
碁
は
好
ま
な
い
。
竜

星
戦
の
よ
う
な
持
ち
時
間
の
短
い「
早
碁
」

は
隙
が
生
ま
れ
や
す
い
が
、
持
ち
時
間
の

上野女流棋聖（右）、左は師匠・藤澤
一就八段

長
い
棋
戦
で

は
細
か
い
碁

に
な
り
や
す

い
。
実
際
、

上
野
女
流
棋

聖
は
７
大
タ

イ
ト
ル
戦
で

本
戦
入
り
を

果
た
し
て
お

ら
ず
、
早
碁

上
野
さ
ん
も
渋
野
さ
ん
の
よ
う
に
大
舞
台

で
も
緊
張
を
見
せ
ず
、
む
し
ろ
笑
顔
を
絶

や
さ
な
い
。
上
野
女
流
棋
聖
を
破
っ
て
女

流
棋
士
の
棋
戦
初
優
勝
を
阻
ん
だ
一い

ち

力り
き

遼り
ょ
う

八
段
は「
自
分
が
17
歳
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
決
勝

に
出
た
時
は
、
緊
張
し
て
う
ま
く
打
て
な

か
っ
た
」と
言
い
、緊
張
感
を
見
せ
ず
、む

し
ろ
自
身
を
投
了
寸
前
に
ま
で
追
い
込
ん

だ
上
野
女
流
棋
聖
の
大
胆
さ
に
舌
を
巻
い

て
い
た
。

　
翌
日
の
各
紙
は
、
決
勝
戦
で
敗
れ
た
上

野
女
流
棋
聖
の
満
面
の
笑
み
が
紙
面
を
飾

っ
た
。「
笑
顔
の
シ
ン
デ
レ
ラ
」が
囲
碁

界
で
も
誕
生
し
た
。

毎
日
新
聞
社
学
芸
部
　
丸
山
　
進

以
外
の
７
大
タ
イ
ト
ル
戦
で
も
結
果
が
残

せ
る
か
が
今
後
の
課
題
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
最
近
の
女
性
若
手
ゲ
ス
ト
で
は
全
英
女

子
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
で
優
勝
し
た
渋
野
日

向
子
選
手（
当
時
20
歳
）を
思
い
出
す
。

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35512/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35506/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/35529/report
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「〈
表
現
の
不
自
由
展
・
そ
の
後
〉の

そ
の
後
」①

山
梨
　
俊
夫
　

あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
あ
り
方
検
証
委
員
会

座
長

10月18日

文
化
庁
の
補
助
金
不
交
付
に
反
対

美
術
館・芸
術
祭
に
も
自
主
性
必
要

　
ト
ン
ガ
っ
た

現
代
美
術
の
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
も「
聞
い
て

い
る
だ
け
で
心

が
落
ち
着
く
」

と
評
す
る
山
梨

俊
夫
・
国
立
国

し
て
い
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
山
梨
館
長
は

愛
知
県
が
設
置
し
た「
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

の
あ
り
方
検
証
委
員
会（
現
・
検
討
委
員

会
）」の
座
長
に
就
任
し
た
。

　
検
証
委
は「（
不
自
由
展
は
）条
件
が
整

い
次
第
、
速
や
か
に
再
開
す
べ
き
」と
し

た
中
間
報
告
を
公
表
。
不
自
由
展
は
10
月

８
日
に
再
開
し
、
辞
退
作
品
も
復
帰
。
ト

リ
エ
ン
ナ
ー
レ
は
同
月
14
日
、
開
幕
時
と

同
じ
完
全
な
形
で
閉
幕
し
た
。

　
山
梨
館
長
は
会
見
で
、
検
証
作
業
の
中

で
気
付
い
た
こ
と
と
し
て「
美
術
の
変

容
」を
挙
げ
た
。
日
本
の
美
術
は
長
ら
く
、

政
治
性
や
社
会
性
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は「
美
し
い
も
の
を
作

る
よ
り
、
作
品
を
通
し
て
社
会
と
ど
う
関

わ
っ
て
い
く
か
」に
重
点
を
置
く
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
こ
の
結
果
、
平
和
の
少

女
像
の
よ
う
に
、
社
会
の
中
の
あ
る
一
定

の
層
と〝
衝
突
〟す
る
作
品
も
生
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　「
文
化
、
芸
術
の
独
立
を
守
る
た
め
に

も
議
論
を
呼
ぶ
作
品
を
展
示
す
る
方
法
を

独
自
に
決
め
、
最
後
ま
で
責
任
を
取
る
。

美
術
館
や
芸
術
祭
の
側
に
も
自
主
性
が
求

め
ら
れ
て
い
る
」。
こ
う
語
る
山
梨
館
長

の
声
は
や
は
り
落
ち
着
い
て
い
た
が
、
強

い
信
念
も
感
じ
ら
れ
た
。

　
毎
日
新
聞
社
中
部
報
道
セ
ン
タ
ー竹

田
　
直
人

際
美
術
館
館
長
の
声
だ
が
、
飛
び
出
す
言

葉
は
な
か
な
か
骨
太
だ
。
こ
の
日
の
会
見

で
も
語
り
口
こ
そ
穏
や
か
だ
っ
た
が
、国

際
芸
術
祭「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

へ
の
補
助
金
不
交
付
を
決
め
た
文
化
庁

を
、「
個
人
と
し
て
も
、国
立
美
術
館
の
館

長
と
し
て
も
反
対
だ
」と
一
刀
両
断
し
た
。

　
元
従
軍
慰
安
婦
を
題
材
に
し
た「
平
和

の
少
女
像
」な
ど
へ
の
抗
議
電
話
が
殺
到

す
る「
電
凸
」を
受
け
、
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
の
企
画
展「
表
現
の
不
自
由
展
・
そ
の

後
」が
開
幕（
８
月
１
日
）か
ら
３
日
で
中

止
に
追
い
込
ま
れ
た
問
題
。
不
自
由
展
中

止
に
抗
議
し
た
国
内
外
の
出
展
作
家
15
組

が
作
品
を
辞
退
・
変
更
す
る
事
態
に
発
展

芝
野
　
虎
丸
　囲
碁
・
名
人

10月18日

「
成
り
行
き
で
や
っ
て
い
る
だ
け
」

勝
負
師
ら
し
く
な
い
最
年
少
名
人

　
姉
は
東
大

大
学
院
、
プ

ロ
二
段
の
兄

は
東
京
理
科

大
、
妹
は
高

校
に
通
う
。

本
人
は
高
校

に
進
ま
な
か

っ
た
。「
道
場

よ
り
学
校
の

ほ
う
が
好
き
で
し
た
。
高
校
に
行
き
た
い

気
持
ち
も
あ
っ
た
け
ど
、
学
校
を
早
退
し

て
道
場
に
通
う
う
ち
、
勉
強
が
大
変
に
な

っ
て
」。
退
路
を
断
っ
た
は
ず
の
プ
ロ
試

験
も
何
度
か
落
ち
た
。「
正
直
、
そ
こ
ま

で
プ
ロ
に
な
り
た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

は
な
く
て
、
そ
ん
な
に
悲
し
い
こ
と
は
な

か
っ
た
で
す
」

　「
じ
ゃ
あ
、
な
に
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
棋
士
の
道
を
歩
ん
で
き
た
の
で
す

か
？
」。
た
ま
り
か
ね
た
司
会
者
の
問
い

か
け
に
、「
い
ま
の
と
こ
ろ
何
を
し
た
い

と
い
う
の
は
な
く
て
、
成
り
行
き
で
や
っ

て
る
だ
け
と
い
う
の
は
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
囲
碁
が
楽
し
い
し
、
苦
し
い
と
い
う

こ
と
も
な
い
で
す
し
」。
そ
の
こ
と
ば
を

聞
い
て
、
彼
は
囲
碁
と
い
う
ゲ
ー
ム
を
純

粋
に
楽
し
み
、
天
賦
の
才
能
が
名
人
へ
押

し
上
げ
た
の
だ
と
思
っ
た
。

　「
虎
丸
は
碁
盤
だ
け
を
見
て
盤
上
で
全

力
を
尽
く
す
。
そ
れ
が
一
番
の
長
所
」と
、

同
席
し
た
師
匠
の
洪ほ

ん

清せ
い

泉せ
ん

四
段
。
10
月
25

日
か
ら
第
一
人
者
の
井
山
裕
太
四
冠
に
挑

む
王
座
戦
五
番
勝
負
が
始
ま
り
、
開
幕
戦

を
制
し
た
。「
相
手
が
誰
か
は
気
に
し
ま

せ
ん
」と
気
負
い
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
凡

人
の
想
像
を
超
え
る
境
地
に
い
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　
朝
日
新
聞
社
文
化
く
ら
し
報
道
部大

出
　
公
二

　
一
途
に
勝
利
を
求
め
、頂
点
を
め
ざ
す
。

そ
ん
な
従
来
の
勝
負
師
像
を
打
ち
砕
く
ス

タ
ー
が
囲
碁
界
に
誕
生
し
た
。
プ
ロ
入
り

か
ら
５
年
１
カ
月
、
19
歳
11
カ
月
で
史
上

最
速
、
最
年
少
名
人
に
な
っ
た
芝
野
虎
丸

名
人
は
、
勝
負
師
ら
し
く
な
い
こ
と
ば
を

淡
々
と
口
に
し
た
。

　
小
学
３
年
の
と
き
、
先
に
囲
碁
に
ハ
マ

っ
た
兄
に
引
き
ず
ら
れ
る
よ
う
に
プ
ロ
養

成
の
囲
碁
道
場
に
入
門
。
俊
才
だ
ら
け
の

道
場
生
に
負
け
続
け
た
。「
い
や
に
な
り

ま
し
た
。
ず
っ
と
や
め
た
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
親
に
言
い
出
し
づ
ら
く
て
」。
父

は
囲
碁
の
良
書
が
あ
る
と
聞
い
て
は
絶
版

本
ま
で
探
し
出
し
、
中
国
や
韓
国
か
ら
も

取
り
寄
せ
て
息
子
を
応
援
し
た
。

芝野名人（右）と師匠・洪清泉四段（左）
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「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
社
会
」①

浅
川
　
伸
　日
本
ア
ン
チ・ド
ー
ピ
ン
グ

機
構
専
務
理
事

　
　
　

10月21日

巧
妙
さ
増
す
ド
ー
ピ
ン
グ

根
絶
に
向
け
戦
い
は
続
く

「〈
表
現
の
不
自
由
展
・
そ
の
後
〉の

そ
の
後
」②

野
田
　
邦
弘
　鳥
取
大
学
特
命
教
授
10月24日

審
査
委
員
を
抗
議
辞
任

「
今
は
政
治
と
芸
術
は
不
可
分
」

い
、
不
交
付
決

定
の
議
事
録
が

な
い
、
文
化
庁

は
現
場
視
察
も

行
っ
て
い
な
い

点
な
ど
に
も
疑

問
を
呈
し
た
。

　
さ
ら
に「
不

　「
９
秒
79
」と

い
う
数
列
は
忘

れ
難
い
。
ス
ポ

ー
ツ
に
関
わ
る

人
に
と
っ
て
悪

夢
の
数
字
だ
ろ

う
。
陸
上
男
子

１
０
０
㍍
。
世

界
新
。
ソ
ウ
ル

五
輪（
１
９
８

自
由
展
」が
再
開
さ
れ
た
の
を
踏
ま
え

て
、
不
交
付
の
理
由
だ
っ
た「
実
現
可
能

性
」「
事
業
の
継
続
性
」は
解
消
さ
れ
た
と

の
認
識
を
示
し
た
。

　
そ
の
上
で
、
現
状
は
電
話
攻
撃
や
テ
ロ

予
告
で
事
業
を
中
止
に
さ
せ
る
だ
け
で
な

く
、
国
の
補
助
金
を
引
き
は
が
せ
る
前
例

に
な
り
か
ね
な
い
と
の
危
機
感
を
表
明
。

　「
こ
の
よ
う
な
事
態
が
常
態
化
す
れ
ば

芸
術
活
動
に
限
ら
ず
、
学
術
研
究
、
思
想

表
現
、
宗
教
活
動
な
ど
人
間
の
知
的
活
動

全
般
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
結

果
、
知
的
活
動
の
低
下
を
招
き
、
日
本
の

国
力
低
下
に
つ
な
が
る
」と
述
べ
た
。

　
会
場
か
ら
は「
平
和
の
少
女
像
」に
つ

い
て
、「
政
治
的
運
動
の
道
具
と
し
て
利

用
さ
れ
た
も
の
を
、
ど
う
し
て
芸
術
だ
と

認
め
た
の
か
」と
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
す
る
回
答
が
秀
逸
だ
っ
た
。

　「
政
治
と
芸
術
が
一
線
を
画
す
時
代
で

は
な
い
。
政
治
的
な
争
い
そ
の
も
の
が
作

品
に
な
る
時
代
」だ
と
し
て
、
移
民
、
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
な
ど
を
あ
え
て
挑
発
的
に
取
り
上

げ
、
論
争
を
起
こ
す
た
め
に
や
っ
て
い
る

と
い
う
現
代
ア
ー
ト
の
状
況
を
説
明
。

　「
そ
れ
に
公
金
を
出
す
の
を
認
め
な
い

と
い
う
議
論
は
あ
る
が
、
国
家
や
地
域
、

都
市
の
文
化
は
多
数
派
の
意
見
だ
け
で
い

い
の
か
」と
問
い
か
け
た
。

　
企
画
委
員
　
朝
日
新
聞
社
論
説
委
員

坪
井
　
ゆ
づ
る

の
摘
発
は
レ
ア
ケ
ー
ス
で
、
10
年
間
保
存

さ
れ
る
検
体
の
再
検
査
に
よ
り
、
不
正
が

暴
か
れ
る
の
が
大
半
と
い
う
。
２
０
２
０

年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
、
そ

の
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
選
手
単
独
で
は
な
く
、
指
導
者
を
含
む

チ
ー
ム
、
薬
物
の
流
通
経
路
を
束
ね
る
シ

ン
ジ
ケ
ー
ト
の
介
在
が
、
根
絶
を
よ
り
難

し
く
し
て
い
る
現
実
も
語
ら
れ
た
。
詳
細

は
会
見
動
画
を
見
て
も
ら
う
と
し
て
、
浅

川
氏
が
揮
毫
し
た「
勝
利
を
超
え
る
価
値

が
あ
る
」は
、
胸
に
刻
み
た
い
言
葉
で
あ

る
。

　
来
夏
の
オ
リ
パ
ラ
は
、
日
本
に
何
を
も

た
ら
す
の
か
。
モ
ノ
を
足
し
て
い
く
１
９

６
４
年
大
会
を
な
ぞ
る
だ
け
で
は
東
京
が

持
た
な
い
。五
輪
後
の
日
本
を
待
つ
の
は
、

「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」と
い
う
言
葉
で

解
決
す
る
ほ
ど
薄
っ
ぺ
ら
な
変
化
で
も
な

い
。老
い
と
い
う
巨
大
な
磁
石
で
、誰
も
が

「
弱
者
」と
呼
ば
れ
る
立
場
へ
日
一
日
と
吸

い
寄
せ
ら
れ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
は
障
害

を
持
た
ぬ
人
が
持
つ
人
に
も
た
ら
す
社
会

的
変
化
で
は
な
く
、
わ
が
身
に
迫
る
課
題

と
し
て
捉
え
る
。
そ
ん
な
思
考
の
切
り
替

え
も
、シ
リ
ー
ズ『
オ
リ
パ
ラ
と
社
会
』を

通
し
て
一
人
一
人
に
試
み
て
ほ
し
い
。「
２

０
２
０
」を
ま
ぶ
し
い
記
憶
を
宿
し
た
数

列
に
磨
き
上
げ
る
た
め
に
も
。

　�

同
シ
リ
ー
ズ
担
当
企
画
委
員
　
産
経
新
聞
社

論
説
委
員�

森
田
　
景
史

８
年
）。
そ
し
て
、
ベ
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
。

関
連
ワ
ー
ド
ど
こ
ろ
か
光
景
ま
で
鮮
明
に

思
い
出
せ
る
。
31
年
も
前
の
出
来
事
を
。

　
同
じ
大
会
で
、
日
本
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト

を
す
ぐ
思
い
出
せ
る
か
。
問
い
を
重
ね
る

こ
と
で
、罪
の
深
さ
が
よ
り
明
確
に
な
る
。

「
素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
上
書

き
し
て
、
人
の
記
憶
に
こ
び
り
つ
く
。
そ

れ
が
ド
ー
ピ
ン
グ
で
す
」。
日
本
ア
ン
チ
・

ド
ー
ピ
ン
グ
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ａ
）の
浅
川

伸
専
務
理
事
は
そ
う
語
っ
た
。

　
ド
ー
ピ
ン
グ
の
手
口
は
年
々
、
巧
妙
の

度
を
加
え
、
分
析
技
術
の
進
歩
が
後
追
い

で
追
及
の
手
を
伸
ば
し
て
い
る
。
大
会
中

　
文
化
庁
の
補
助
金
不
交
付
の
決
定
に
異

を
唱
え
、
補
助
金
審
査
委
員
を
辞
め
た
人

だ
け
に
、
現
状
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　
ま
ず
は
元
横
浜
市
職
員
ら
し
く
、「
地

方
自
治
の
観
点
」か
ら
。
不
交
付
の
理
由

に「
運
営
を
脅
か
す
よ
う
な
重
大
な
事
実

を
申
告
し
な
か
っ
た
」と
あ
る
こ
と
に
つ

い
て
、「
主
催
す
る
愛
知
県
が
責
任
を
持

っ
て
対
処
す
べ
き
問
題
だ
。
国
に
相
談
が

な
か
っ
た
の
で
補
助
金
を
出
さ
な
い
の
は

地
方
自
治
へ
の
侵
害
だ
」と
指
摘
し
た
。

　
次
に
挙
げ
た
の
は「
審
査
委
員
会
の
軽

視
」。
採
択
案
件
の
撤
回
は
前
例
が
な
い

こ
と
や
、
委
員
会
に
諮
る
こ
と
な
く
官
僚

が
決
め
た
こ
と
を
問
題
だ
と
し
た
。

　
ま
た
、
文
化
庁
長
官
が
決
裁
し
て
い
な
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「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
対
峙
す
る
米
メ

デ
ィ
ア
　
Ｎ
Ｙ
か
ら
の
報
告
」

津
山
　
恵
子
　ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

10月28日

「
受
難
の
時
代
」
に
新
た
な
動
き

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
に

気
候
変
動
の
科

学
的
根
拠
を
疑

問
視
す
る
コ
ラ

ム
が
載
る
と
、

不
買
運
動
が
起

き
た
。

　
メ
デ
ィ
ア
は

大
統
領
や
市
民

か
ら
敵
視
さ
れ
、
受
難
の
時
代
を
迎
え
て

い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ラ
イ
バ
ル
社
と
の

協
力
な
ど
新
た
な
動
き
が
出
て
い
る
。

　
大
統
領
へ
の
質
問
の
仕
方
の
変
化
が
興

味
深
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
質
問
に
答

え
な
け
れ
ば
、
他
の
記
者
が
同
じ
質
問
を

繰
り
返
し
、
説
明
を
求
め
る
。
国
民
の
代

表
と
し
て
、
政
権
批
判
す
べ
き
時
に
共
闘

し
て
い
る
と
い
う
。

　
来
年
の
大
統
領
選
に
向
け
た
報
道
の
変

化
も
紹
介
し
た
。「
ト
ラ
ン
プ
当
選
」を

読
め
な
か
っ
た
16
年
の
反
省
か
ら
、
大
手

テ
レ
ビ
局
な
ど
は
地
方
メ
デ
ィ
ア
で
リ
ス

ト
ラ
さ
れ
た
記
者
を
雇
い
、
地
元
の
空
気

を
探
っ
て
い
る
。

　
取
材
す
る
側
も
さ
れ
る
側
も
ソ
ー
シ
ャ

ル
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、
舞
台
は
ま
す
ま

す
デ
ジ
タ
ル
に
。
記
者
教
育
で
も
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「
私
も
苦
手
な
と
こ
ろ
だ
が
」と
言
っ

て
、
披
露
さ
れ
た
揮
毫
に
は「
記
者
を
宣

伝
す
る
」。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
記
事
を
宣
伝
し
、

読
者
に
仕
事
を
理
解
し
て
も
ら
う
の
が
重

要
だ
と
い
う
。
取
材
過
程
や
記
者
の
顔
が

見
え
る
こ
と
が
信
頼
に
つ
な
が
る
の
だ
ろ

う
。
ト
ラ
ン
プ
氏
に
よ
っ
て
メ
デ
ィ
ア
不

信
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
が
、
読
者
と
つ
な

が
り
、
そ
の
声
に
耳
を
傾
け
る
と
い
う
前

向
き
な
機
会
に
な
っ
た
と
と
ら
え
た
い
。

毎
日
新
聞
社
社
会
部
副
部
長
　
長
野
　
宏
美

藤川　忠宏
元日本経済新聞
論説委員、弁護士
第６回／ 10月5日／
出席：10人

社
会
部
記
者
の
醍
醐
味

土
曜
記
者
ゼ
ミ

■
メ
デ
ィ
ア
は
多
角
的
な
視
点
提
供
を

36
年
間
勤
め
た
新
聞
社
を
定
年
退
職

後
、
弁
護
士
に
転
身
し
て
８
年
に
な
る
。

二
つ
の
仕
事
に
愛
着
を
持
つ
が
、
生
ま
れ

変
わ
っ
て
選
ぶ
と
し
た
ら
新
聞
記
者
だ
と

い
う
。
弁
護
士
は
依
頼
人
に
雇
わ
れ
た

「
ガ
ン
マ
ン
」で「
実
体
的
な
真
実
を
求
め

ら
れ
な
い
」。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
時
代
。
見
た
い
情

報
し
か
見
な
い
風
潮
が
社
会
を
分
断
さ
せ

て
い
る
。
今
こ
そ
メ
デ
ィ
ア
は
多
角
的
な

視
点
を
提
供
し
、
社
会
に
共
通
の
基
盤
と

な
る
空
間
を
作
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

「
そ
の
と
き
の
空
気
、
尻
馬
に
乗
る
な
」

と
助
言
す
る
。
論
説
委
員
だ
っ
た
１
９
９

４
年
、
松
本
サ
リ
ン
事
件
で
被
害
者
の
夫

に
疑
い
が
か
か
っ
た
時
、
社
説
執
筆
を
求

め
ら
れ
た
が
断
っ
た
。「
事
件
か
事
故
か

分
か
ら
な
か
っ
た
。
論
評
は
確
定
し
た
事

実
に
基
づ
く
べ
き
だ
」と
考
え
た
か
ら

だ
。
書
い
た
新
聞
社
は
謝
罪
に
追
い
込
ま

れ
た
。
理
性
で
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で

取
材
を
尽
く
す
こ
と
の
大
切
さ
を
説
く
。

毎
日
新
聞
社
多
摩
総
局
長
　
青
島
　
顕

調
査
報
道
編
④
　10
・
19
／
出
席
：
29
人

○「
伝
書
鳩
に
な
る
な
よ
」

朝
日
新
聞
社
特
別
報
道
部
　
横
枕
　
嘉
泰

フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
報
道
局
社
会
部
遊
軍

キ
ャ
ッ
プ�

知
野
　
雄
介

記
者
に
な
り
た
て
の
頃
、
デ
ス
ク
に
よ

く
注
意
さ
れ
た
。

「
お
前
、
伝
書
鳩
に
な
る
な
よ
」

今
回
、
２
人
の
講
師
の
話
を
聞
き
な
が

ら
ふ
と
そ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

朝
日
新
聞
の
横
枕
氏
は
取
材
に
際
し
、

「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
＝
課
題
」を
設
定
す
る
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
た
。自
分
た
ち
は
今
、

何
を
取
材
す
べ
き
か
。
端
緒
が
降
っ
て
く

る
の
を
待
た
ず
、自
分
た
ち
で
仕
掛
け
る
。

定
期
的
に
会
議
を
行
い
、
何
時
間
で
も
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
つ
い
て
議
論
し
た
と
い
う
。

フ
ジ
テ
レ
ビ
の
知
野
氏
は
原
発
除
染
マ

ネ
ー
の
不
透
明
さ
や
外
交
官
ナ
ン
バ
ー
の

駐
車
違
反
金
の
踏
み
倒
し
に
つ
い
て
独
自

取
材
を
展
開
し
た
。
当
局
か
ら
の
１
次
情

報
に
頼
ら
ず
、
身
の
回
り
に
あ
る「
０
次

情
報
」を
つ
か
む
努
力
が
必
要
と
の
言
葉

に
背
筋
が
伸
び
た
。

自
分
は
伝
書
鳩
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

記
者
と
し
て
の
存
り
方
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
時
間
と
な
っ
た
。

日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
社
会
部
　
菊
地
　
庸
太

　
注
目
度
の
高
さ
は
、
10
階
の
記
者
会
見

場
が
埋
ま
っ
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
16
年
。
２
０
１
７
年

か
ら
３
年
連
続
で
登
壇
し
、
米
国
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
と
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
を
紹
介

し
て
き
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
氏
の
就
任
以
来
、
米
国
で
は

ま
す
ま
す
分
断
が
進
む
。
こ
の
状
況
を
生

ん
だ
の
は
メ
デ
ィ
ア
が
先
か
市
民
が
先

か
？
　「
読
者
が
分
極
」の
例
が
い
く
つ

も
あ
る
と
い
う
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
信
頼
度

は
民
主
党
員
は
76
％
だ
が
、
共
和
党
員
は

21
％
で
大
き
な
差
が
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
は

良
き
理
解
者
か
と
い
う
と
、
要
求
も
高
い

よ
う
で
、
異
な
る
意
見
を
許
さ
な
い
。
ニ
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台
風
19
号

被
災・防
災・減
災 

最
前
線
⑩

減災
防災
被災

災 害とともに

台
風
19
号
が
東
京
を
直
撃
し
た
10
月

1２
日
、
翌
日
の
朝
刊
の
編
集
責
任
者
だ

っ
た
。
鉄
道
各
社
が
異
例
の「
計
画
運

休
」を
打
ち
出
す
中
、
地
下
鉄
駅
ま
で

た
ど
り
着
き
、な
ん
と
か
出
勤
し
た
。雨

ガ
ッ
パ
が
役
に
立
た
な
い
ほ
ど
の
豪
雨

だ
っ
た
。

編
集
局
は「
安
全
を
最
優
先
に
」を

合
言
葉
に
、
夕
刊
朝
刊
と
も
必
要
最
小

限
の
体
制
で
紙
面
製
作
に
臨
ん
だ
。
通

常
は
十
数
人
は
働
い
て
い
る
学
生
バ
イ

ト
は
全
員
休
ん
で
も
ら
っ
た
。
出
勤
不

能
な
社
会
部
、写
真
部
、整
理
部
員
ら
十

数
人
は
前
日
か
ら
泊
ま
り
込
み
、
夕
刊

の
早
版
を
組
ん
だ
整
理
部
員
に
は
電
車

が
あ
る
う
ち
に
帰
宅
す
る
よ
う
促
し
た
。

夕
刊
は
、気
象
庁
担
当
記
者
の
解
説
、

閑
散
と
し
た
銀
座
の
繁
華
街
や
新
宿
駅

の
ル
ポ
、
台
風
15
号
に
続
い
て
試
練
を

受
け
る
千
葉
県
南
部
の
ル
ポ
な
ど
を
自

い
風
雨
の
映
像
と
記
者
リ
ポ
ー
ト
が

〈
定
番
〉と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
今
は
違
う
。
画
面
で
は
、
文
字
や

Ｃ
Ｇ
を
駆
使
し
な
が
ら
避
難
所
、
交
通

イ
ン
フ
ラ
な
ど
命
を
守
っ
て
も
ら
う
た

め
の
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
提
供
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
、
放
送
上
で
飛
び
交

っ
た「
気
象
・
災
害
用
語
」―
―
例
え

ば
、「
緊
急
放
流
」「
河
川
氾
濫
」「
特
別

警
報
」「
避
難
指
示
」な
ど
―
―
度
々
使

っ
て
き
た
こ
れ
ら
の
言
葉
の
意
味
に
つ

い
て
、
我
々
は
視
聴
者
や
被
災
者
の

方
々
に
、
し
っ
か
り
伝
え
ら
れ
た
だ
ろ

う
か
。
正
直
、
自
信
は
持
て
な
い
。
た

だ
、
も
っ
と
具
体
的
で
分
か
り
や
す
い

災
害
報
道
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と

感
じ
て
い
る
。
今
後
も
工
夫
を
怠
っ
て

は
い
け
な
い
。

社
で
出
稿
し
、
通
信
社
の
原
稿
も
活
用
し

た
。
朝
刊
早
版
の
締
め
切
り
は
１
６
０
分

繰
り
上
が
っ
た
。
最
終
版
も
２
時
間
繰
り

上
が
っ
た
。
１
面
ト
ッ
プ
の
写
真
は
増
水

し
、
河
川
敷
ま
で
浸
水
し
た
夜
の
多
摩
川

の
印
象
的
な
一
枚
だ
っ
た
。
そ
の
近
く
で

氾
濫
が
起
き
た
と
の
一
報
が
入
り
、
最
終

版
を
差
し
替
え「
台
風
上
陸
　
多
摩
川
氾

濫
」と
の
横
凸
版
の
見
出
し
を
張
っ
た
。

風
雨
が
激
し
く
、
夕
刊
を
配
達
で
き
な

い
販
売
店
も
あ
っ
た
。
高
速
道
路
の
閉
鎖

な
ど
で
朝
刊
が
届
く
の
が
遅
れ
た
地
域
も

あ
っ
た
。
異
例
ず
く
め
の
対
応
で
無
事
に

新
聞
を
作
り
終
え
て
肩
の
荷
が
下
り
た

が
、
取
材
は
翌
日
か
ら
が
本
番
だ
っ
た
。

翌
朝
は
台
風
一
過
で
快
晴
。
取
材
を
自

重
し
て
い
た
支
局
や
社
会
部
の
記
者
た
ち

が
現
場
に
向
か
う
。
日
時
が
た
つ
に
つ
れ

て
死
者
や
不
明
者
、
決
壊
、
氾
濫
し
た
河

川
が
増
え
て
い
く
。
支
局
員
の
奮
闘
で
被

害
に
苦
し
む
被
災
者
の
現
実
を
広
く
伝
え

ら
れ
て
い
る
か
な
…
。
そ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
た
ら
、
台
風
２1
号
の
接
近
に
伴
う

低
気
圧
が
、
台
風
15
号
で
打
ち
の
め
さ
れ

た
千
葉
県
な
ど
の
被
災
地
に
記
録
的
な
大

雨
を
降
ら
せ
、
再
び
多
く
の
犠
牲
者
を
出

し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
今
年
の
よ

う
な
台
風
被
害
は
日
常
的
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
取
材
手
法
、
新
聞
製
作
の
在
り

方
を
根
本
的
に
見
直
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
痛
感
し
て
い
る
。

最小限の体制で紙面製作　　　瀬口　晴義（東京新聞編集局次長）

命を守る情報を分かりやすく　神保　修麻（テレビ朝日報道局社会部デスク）

じ
ん
ぼ
・
し
ゅ
う
ま
▼
1
9
9
5
年
入
社
　

カ
メ
ラ
マ
ン
　
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
警

視
庁
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
務
め
　
2
0
1
7

年
か
ら
現
職

せ
ぐ
ち
・
は
る
よ
し
▼
1
9
8
7
年
中
日
新
聞

（
東
京
新
聞
）入
社
　
論
説
委
員
　
社
会
部
長
を

経
て
　
2
0
1
7
年
か
ら
現
職

写真上：道路が冠水し、消防のボートで救助される人
たち（10月12日午後7時3分/川崎市高津区）　写真下：多摩
川の増水で水没した兵庫島公園（10月12日午後5時20分/東
京都世田谷区）いずれも東京新聞提供

「
城
山
ダ
ム（
神
奈
川
県
）で
緊
急
放
流

の
可
能
性
」―
―
。
10
月
1２
日
午
後
２
時
、

報
道
フ
ロ
ア
に
緊
張
が
走
っ
た
。「（
下
流

の
）相
模
川
が
氾
濫
す
る
か
も
し
れ
な

い
」。
間
を
あ
け
ず
気
象
庁
担
当
記
者
か

ら
は
、「
東
京
に
大
雨
特
別
警
報
が
出
そ

う
だ
」と
報
告
が
上
が
る
。
正
午
前
の
ニ

ュ
ー
ス
で
江
の
島
は
、
雨
、
風
と
も
に
強

く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
台
風
19
号
は

山
沿
い
で
猛
烈
な
雨
を
降
ら
せ
て
い
た
の

だ
。同

３
時
半
、
気
象
庁
は
７
都
県
に
大
雨

特
別
警
報
を
発
表
。
こ
れ
を
受
け
て
テ
レ

ビ
朝
日
で
は
、
同
４
時
か
ら
翌
13
日
昼
ま

で
断
続
的
に
報
道
特
別
番
組
を
編
成
、
河

川
の
氾
濫
、
ダ
ム
の
緊
急
放
流
、
浸
水
、

土
砂
崩
れ
な
ど
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く
状

況
を
伝
え
続
け
た
。

取
材
態
勢
を
構
築
す
る
に
あ
た
っ
て
報

道
局
で
は
、
直
近
の
台
風
15
号
並
み
の
強

風
、さ
ら
に
は
４
年
前
、鬼
怒
川
が
決
壊
し

た「
関
東
・
東
北
豪
雨
」の
台
風
18
号
並

み
の
豪
雨
も
念
頭
に
、
安
全
最
優
先
で
取

材
を
す
る
と
い
う
方
針
を
確
認
し
て
い

た
。
と
は
い
え
台
風
15
号
の〝
強
風
イ
メ

ー
ジ
〟を
引
き
ず
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
く
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
雨
が
降
り
、

多
く
の
川
が
氾
濫
す
る
こ
と
は
考
え
が
及

ば
な
か
っ
た
。

テ
レ
ビ
の
台
風
取
材
と
い
え
ば
、
激
し
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関
電
役
員
金
品
受
領
問
題�

中
島

　正
喜（
共
同
通
信
社
社
会
部
次
長
）

最
初
の
情
報
に
半
信
半
疑
、謎
は
今
も

半
年
ほ
ど
前
、
取
材
か
ら
戻
っ
て
き
た

記
者
か
ら「
福
井
県
高
浜
町
の
元
助
役
が

関
電
役
員
に
カ
ネ
を
贈
っ
た
と
い
う
情
報

が
あ
り
ま
す
」と
聞
か
さ
れ
た
。「
何
の

た
め
に
？
」と
尋
ね
る
と
、「
よ
く
分
か

り
ま
せ
ん
が
、
原
発
の
再
稼
働
を
働
き
か

け
る
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」と
記
者
。

私
は「
関
電
自
体
が
再
稼
働
を
望
ん
で
い

る
わ
け
で
し
ょ
。
贈
賄
工
作
す
る
な
ら
相

手
は
国
じ
ゃ
な
い
の
」と
首
を
か
し
げ

た
。関

西
電
力
役
員
ら
が
高
浜
町
元
助
役
、

森
山
栄
治
氏（
故
人
）か
ら
多
額
の
金
品

を
受
け
取
っ
て
い
た
問
題
。
取
材
開
始
当

初
、
記
者
に
は
申
し
訳
な
い
が「
ま
た
げ

な
げ
な
話（
ガ
セ
ネ
タ
）か
な
」と
疑
っ
て

い
た
。
だ
が
、
取
材
を
進
め
て
い
く
う
ち

に
①
関
電
は
、
元
助
役
と
関
係
が
深
い
建

設
会
社「
吉
田
開
発
」へ
原
発
関
連
工
事

な
ど
次
々
と
発
注
し
、
多
額
の
工
事
費
を

支
払
っ
て
い
た
②
吉
田
開
発
は
森
山
氏
へ

の
約
３
億
円
を
提
供
③
森
山
氏
は
関
電
役

員
ら
に
金
品
を
提
供
―
と
い
う
構
図
が
見

え
て
き
た
。

電
気
料
金
を
原
資
と
す
る
原
発
マ
ネ
ー

が
還
流
し
て
関
電
経
営
陣
の
ポ
ケ
ッ
ト
に

入
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
と
ん
で
も
な

い
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
だ
。
何
と
し
て
で
も
記

事
に
し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
と
の
思
い
を

強
く
し
て
い
っ
た
。

説
得
力
欠
く
、
関
電
の
説
明

第
一
報
記
事
を
配
信
し
た
９
月
２6
日

夜
、
八
木
誠
会
長（
当
時
）は
共
同
通
信

の
取
材
に
対
し「
個
人
的
な
話
。
組
織
的

な
話
で
は
全
然
な
い
」と
強
調
。
問
題
を

「
個
人
」に
矮
小
化
し
よ
う
と
し
て
い
る

印
象
を
受
け
た
。
一
方
、
10
月
２
日
の
記

者
会
見
で
は
金
品
受
領
に
つ
い
て「
会
社

と
し
て
対
応
す
べ
き
だ
っ
た
。
大
い
に
反

省
し
て
い
る
」と
神
妙
な
面
持
ち
で
語

り
、
個
人
任
せ
に
し
て
い
た
こ
と
を
悔
い

た
。
二
つ
の
発
言
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
大

き
く
異
な
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
金
品
受

領
が
会
社
ぐ
る
み
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

釈
明
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
。

だ
が
果
た
し
て
会
社
ぐ
る
み
で
な
か
っ

た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
森
山
氏
に
よ

る
金
品
提
供
は
原
子
力
部
門
で
は
知
ら
れ

て
お
り
、
個
人
レ
ベ
ル
で
対
応
す
る
こ
と

が
長
年
に
わ
た
り
引
き
継
が
れ
て
き
た
と

い
う
。
そ
れ
な
ら
ば「
会
社
ぐ
る
み
で
個

人
任
せ
に
し
て
い
た
」と
説
明
す
べ
き
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
吉
田
開
発

に
金
沢
国
税
局
の
査
察
が
入
っ
た
直
後
の

昨
年
２
月
、
八
木
氏
ら
６
人
が
１
億
６
千

万
円
近
い
分
を
取
り
ま
と
め
て
返
還
し
て

い
る
事
実
を
踏
ま
え
て
も
、
組
織
性
が
な

か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
は
ず
だ
。

関
電
の
こ
れ
ま
で
の
説
明
に
は
、
ま
だ

ま
だ
疑
問
点
は
多
い
。
金
品
の
原
資
に
つ

い
て「
詰
め
て
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ

た
」と
す
る
が
、
森
山
氏
と
関
係
が
深
い

吉
田
開
発
に
多
額
の
工
事
費
を
支
払
っ
て

い
た
こ
と
は
大
勢
が
知
っ
て
い
た
は
ず
で

あ
り
、
も
し
想
像
す
ら
し
た
こ
と
が
な
い

な
ら
感
覚
が
麻
痺
し
て
い
た
と
し
か
言
え

な
い
。
ま
た
、
森
山
氏
に
事
前
に
伝
え
て

い
た
工
事
概
算
額
な
ど
は
、
社
外
に
発
信

し
て
も
支
障
が
な
か
っ
た
と
い
う
が
、
そ

れ
な
ら
他
の
業
者
に
も
同
じ
よ
う
に
伝
え

て
い
た
の
か
。
工
事
情
報
の
提
供
と
金
品

に
対
価
性
は
な
い
と
し
、
森
山
氏
は「
自

己
顕
示
欲
の
満
足
」の
た
め
に
金
品
を
贈

っ
て
い
た
と
い
う
説
明
も
、
あ
ま
り
に
も

関
電
に
都
合
が
よ
く
、
説
得
力
を
欠
く
。

ニ
ュ
ー
ス
部
門
で
新
聞
協
会
賞
受
賞

元
検
事
総
長
を
ト
ッ
プ
と
す
る
第
三
者

委
員
会
が
改
め
て
解
明
に
乗
り
出
し
た
。

社
内
調
査
で
は
、
２0
人
が
約
３
億
２
千
万

円
相
当
を
受
領
し
た
こ
と
が
判
明
し
た

が
、
人
数
や
金
額
は
さ
ら
に
増
え
る
見
通

し
だ
。
関
電
が
信
頼
を
取
り
戻
す
に
は

「
う
み
を
出
し
切
る
」（
岩
根
茂
樹
社
長
）し

か
な
く
、
わ
れ
わ
れ
報
道
す
る
側
も
動
き

を
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

共
同
通
信
の
一
連
の
報
道
は
、
２
０
１

９
年
度
新
聞
協
会
賞「
ニ
ュ
ー
ス
部
門
」

を
受
賞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
申
請

は
新
聞
大
会
直
前
の
駆
け
込
み
と
な
り
ま

し
た
。
慌
た
だ
し
い
中
、
審
査
し
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

な
か
し
ま
・
ま
さ
き
▼
1
9
9
3
年
入
社
　
大

阪
社
会
部
　
本
社
社
会
部
な
ど
を
経
て
　
2

0
1
4
年
10
月
か
ら
現
職

金品受領問題についての記者会見を終え、頭を下
げる関西電力の岩根茂樹社長（中央右）と八木誠会
長（同左）ら（10月2日/大阪市/共同通信社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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諫
早
湾
干
拓
訴
訟�

金
澤

　皓
介（
西
日
本
新
聞
社
社
会
部
）

最
高
裁
審
理
差
し
戻
し

終
わ
ら
ぬ
混
迷
　
国
の
責
任
は

「
間
接
強
制
」「
請
求
異
議
訴
訟
」「
独
立

当
事
者
参
加
」…
。
め
っ
た
に
耳
に
し
な

い
裁
判
用
語
が
紙
面
に
躍
る
。
国
営
諫
早

湾
干
拓
事
業（
長
崎
県
諫
早
市
）関
連
訴

訟
の
記
事
は
、
社
内
で
す
ら「（
発
行
エ

リ
ア
の
）九
州
で
完
璧
に
理
解
し
て
い
る

の
は
30
人
く
ら
い
で
は
」と
言
う
人
も
い

る
ほ
ど
だ
。

そ
の
一
つ
、
２
０
１
０
年
に
確
定
し
た

開
門
判
決
を
国
が
守
ら
な
い
ば
か
り
か

「
開
門
を
強
制
す
る
な
」と
漁
業
者
側
に

求
め
た
の
が「
請
求
異
議
訴
訟
」だ
。
福

岡
高
裁
は
昨
年
７
月
、国
の
訴
え
を
認
め
、

開
門
確
定
判
決
を
事
実
上「
無
力
化
」さ

せ
る
判
決
を
出
し
た
が
、
最
高
裁
は
９
月

13
日
、
こ
れ
を
破
棄
し
て
審
理
を
高
裁
に

差
し
戻
し
た
。

１
９
９
７
年
、「
ギ
ロ
チ
ン
」と
呼
ば

れ
た
潮
受
け
堤
防
の
閉
め
切
り
以
降
、
有

明
海
で
ノ
リ
の
色
落
ち
や
魚
介
類
の
不
漁

が
相
次
い
だ
。
事
業
の
影
響
と
み
た
漁
業

者
は
堤
防
の
排
水
門
開
門
を
求
め
て
提
訴

し
た
。
２
０
１
０
年
、
福
岡
高
裁
は
国
に

開
門
を
命
じ
、
時
の
民
主
党
政
権
が
上
告

を
断
念
し
確
定
。
国
は
表
面
上
は
開
門
を

目
指
し
た
が
、
今
度
は
干
拓
地
の
営
農
者

ら
が
農
業
被
害
な
ど
の
懸
念
か
ら
開
門
差

し
止
め
を
求
め
て
提
訴
。
17
年
、
長
崎
地

裁
は
国
に
開
門
差
し
止
め
を
命
じ
た
。
国

は
開
門
義
務
も
、
開
門
し
な
い
義
務
も
負

い「
司
法
の
ね
じ
れ
」と
言
わ
れ
た
。

10
年
の
開
門
確
定
判
決
後
は
、
開
門
を

認
め
な
い
司
法
判
断
が
続
い
て
お
り
、
国

も
開
門
し
な
い
方
向
性
で
解
決
を
図
り
だ

し
た
。
一
番
の
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
開
門
確
定

判
決
の
効
力
を
失
わ
せ
よ
う
と
起
こ
し
た

「
請
求
異
議
訴
訟
」は
、
司
法
闘
争
を
事

実
上
決
着
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。

予
想
も
し
な
か
っ
た
訴
訟
進
行

取
材
の
中
で「
非
開
門
の
流
れ
が
固
ま

る
」と
予
感
す
る
瞬
間
は
何
度
か
あ
っ

た
。
で
も
、
漁
業
者
側
は
国
に
開
門
差
し

止
め
を
命
じ
た
訴
訟
に
第
三
者
と
し
て
参

加
を
申
し
立
て
る（
独
立
当
事
者
参
加
）

な
ど
、予
想
も
し
な
い
手
法
を
繰
り
出
す
。

10
年
の
開
門
確
定
判
決
を
無
視
す
る
と
決

め
込
む
国
を
動
か
そ
う
と
し
た
弁
護
団
の

知
恵
の
産
物
だ
と
思
う
。

た
だ
、
あ
ま
り
に
複
雑
す
ぎ
る
の
だ
。

記
事
は
法
律
や
判
例
を
読
み
込
み
、
識
者

に
取
材
を
重
ね
、
締
め
切
り
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
同
僚
記
者
と
議
論
し
た
。
図
解
や
年
表

を
添
え
、Ｑ
＆
Ａ
形
式
に
ま
と
め
る
な
ど
、

読
み
や
す
さ
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
そ

れ
で
も
ど
れ
だ
け
読
者
に
理
解
し
て
も
ら

え
た
か
。
正
直
自
信
を
持
て
な
い
。

今
回
の
最
高
裁
判
決
も
悩
ま
し
か
っ

た
。
最
高
裁
は
結
論
を
出
さ
な
か
っ
た
も

の
の
、
判
決
理
由
を
読
み
進
め
る
と
、
10

年
の
開
門
確
定
判
決
を「
暫
定
的
」と
言

及
し
て
お
り
、「
非
開
門
の
方
向
性
を
示

唆
し
た
」と
み
る
識
者
も
い
た
。
判
決
に

喜
ぶ
漁
業
者
た
ち
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

ど
う
読
み
解
く
べ
き
な
の
か
悩
ん
だ
。

報
道
量
と
現
場
感
情
に「
落
差
」

報
道
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
地
元
の
捉
え
方

に「
落
差
」も
感
じ
る
。
14
～
17
年
の
３

年
間
、
干
拓
地
が
あ
る
諫
早
支
局
に
勤
務

し
た
。
日
頃
の
取
材
や
日
常
生
活
で
、
開

門
問
題
が
話
題
に
上
が
る
こ
と
は
驚
く
ほ

ど
少
な
か
っ
た
。
堤
防
閉
め
切
り
か
ら
２0

年
超
。
司
法
闘
争
の
場
は
佐
賀
、
長
崎
両

地
裁
か
ら
福
岡
高
裁
、
最
高
裁
と
、
ど
ん

ど
ん
現
場
か
ら
遠
ざ
か
る
。
進
ん
で
い
く

訴
訟
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
て
も
、

漁
業
者
側
、
営
農
者
側
双
方
の
当
事
者
す

ら
意
識
が
裁
判
に
追
い
付
い
て
い
な
い
。

年
老
い
て
い
く
当
事
者
ら
。「
う
ん
ざ
り

す
る
」「
も
う
区
切
り
を
付
け
て
ほ
し
い
」

と
何
度
も
聞
か
さ
れ
た
。

か
つ
て
国
は「
最
高
裁
の
統
一
的
判
断

を
求
め
る
」と
繰
り
返
し
、
決
着
を
司
法

に
委
ね
て
き
た
。
結
果
、
地
域
に
は
対
立

と
疲
弊
が
積
み
重
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

最
高
裁
の
一
応
の
判
断
が
出
て
も
、
や
は

り
誰
も
が
納
得
で
き
る
解
決
の
道
が
見
え

た
と
言
え
な
い
。
巨
大
公
共
事
業
の
結
果

に
ど
う
向
き
合
い
、
着
地
点
を
見
い
だ
す

か
。
国
が
果
た
す
べ
き
責
任
を
問
い
、
つ

ぶ
さ
に
報
じ
続
け
る
こ
と
が
自
分
た
ち
の

役
割
だ
と
思
い
を
新
た
に
し
て
い
る
。

か
な
ざ
わ
・
こ
う
す
け
▼
2
0
0
6
年
入
社
　

熊
本
総
局
　
諫
早
支
局
な
ど
を
経
て
　
17
年

8
月
か
ら
現
職

判決を傍聴するため、最高裁に向かう開門を求める漁
業者や弁護団（９月13日午後/東京都内/筆者提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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あ
、
し
ま
っ
た
。

そ
う
思
っ
た
時
は
遅
か
っ
た
。
雑
踏
の

中
、
２
、
３
人
の
制
服
警
官
に
取
り
囲
ま

れ
て
し
ま
っ
た
。
ド
イ
ツ
語
で
ま
く
し
た

て
ら
れ
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら

な
い
。
だ
が
、
言
い
た
い
こ
と
は
よ
く
わ

か
る
。「
何
を
や
っ
て
る
ん
だ
」

ベ
ル
リ
ン
の
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
シ
ュ
ト

ラ
ー
セ（
通
り
）駅
の
殺
風
景
な
構
内
。

１
９
８
９
年
11
月
９
日
に
ベ
ル
リ
ン
の
壁

が
崩
壊
し
て
３
、
４
日
た
っ
て
い
た
。
東

ベ
ル
リ
ン
市
民
が
連
日
、
西
ベ
ル
リ
ン
を

訪
れ
、
買
い
物
だ
、
見
物
だ
、
親
族
再
会

だ
、
と
西
を
歩
き
回
り
、
東
に
帰
っ
て
い

く
。
Ｓ
バ
ー
ン（
高
架
鉄
道
）と
地
下
鉄

が
交
差
す
る
こ
の
駅
が
東
へ
の
数
少
な
い

出
入
り
口
だ
っ
た
。
ラ
ジ
カ
セ
、
お
も
ち

ゃ
か
ら
バ
ナ
ナ
、
缶
コ
ー
ラ
ま
で
東
で
は

手
に
入
ら
な
い
商
品
と
、
自
由
の
風
を
大

切
に
抱
え
た
人
々
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
熱

気
で
息
が
詰
ま
る
ほ
ど
だ
。

「
こ
れ
は
絵
に
な
る
」。
意
気
込
ん
で
小

さ
な
カ
メ
ラ
を
構
え
た
。
こ
こ
は
東
側
だ

か
ら
、
照
明
は
薄
暗
い
が
、
ば
れ
れ
ば
面

倒
だ
。
こ
っ
そ
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す
。

と
こ
ろ
が
日
本
製
高
性
能
コ
ン
パ
ク
ト
カ

メ
ラ
は
暗
さ
を
自
動
的
に
探
知
す
る
ら
し

い
。
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
、
フ
ラ
ッ
シ

ュ
が
光
っ
た
。
万
事
休
す
。

職
務
執
行
に
熱
心
な
警
官
に
報
道
の
自

由
を
訴
え
た
が
聞
く
耳
は
持
た
な
い
。
カ

メ
ラ
を
取
り
上
げ
る
。
裏
ブ
タ
を
こ
じ
開

け
る
。
フ
ィ
ル
ム
を
引
っ
張
っ
て
感
光
さ

せ
る
。
慣
れ
た
手
つ
き
だ
っ
た
。
一
面
掲

載
写
真
は
幻
と
消
え
た
。

東
に
お
び
え
た
西
の
女
子
学
生

自
由
往
来
は
ベ
ル
リ
ン
だ
け
で
発
生
し

た
の
で
は
な
い
。
東
西
ド
イ
ツ
の
国
境
も

開
放
さ
れ
、
人
の
波
ら
し
い
。
そ
う
聞
い

て
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
、
国
境
の
町
を

目
指
し
た
。
西
ベ
ル
リ
ン
の
女
子
学
生
を

英
語
の
通
訳
に
頼
み
助
手
席
に
座
っ
て
も

ら
う
。
ア
ウ
ト
バ
ー
ン（
高
速
道
路
）に

乗
り
ベ
ル
リ
ン
を
離
れ
、
東
に
入
る
と
彼

女
が「
い
や
だ
、
帰
る
」と
言
い
出
し
た
。

東
の
人
間
と
は
話
し
た
こ
と
も
な
い
か
ら

怖
い
、
と
お
び
え
て
い
る
。
生
ま
れ
た
時

か
ら
壁
が
あ
っ
た
彼
女
に
と
っ
て
、
心
の

中
の
壁
は
簡
単
に
は
崩
れ
な
い
ら
し
い
。

「
同
じ
ド
イ
ツ
人
じ
ゃ
な
い
の
」と
頼
み

込
み
、
人
口
１
２
０
０
人
の
国
境
の
町
ヘ

ッ
セ
ン
に
着
い
た
。

こ
こ
ま
で
来
た
ら
最
前
線
ま
で
行
き
た

い
。
幅
５
㌔
の
立
入
禁
止
区
域
内
の
民
家

を
訪
ね
た
。
家
の
前
に
検
問
所
と
フ
ェ
ン

ス
、
監
視
塔
が
あ
る
。
そ
の
向
こ
う
が
西

ド
イ
ツ
だ
。
寒
々
と
し
た
原
っ
ぱ
に
５
日

前
ま
で
鉄
の
カ
ー
テ
ン
が
降
り
て
い
た
。

「
こ
の
家
に
外
国
人
が
来
た
の
は
40
年
ぶ

り
か
ね
え
」と
68
歳
の
女
主
人
が
話
す
。

通
訳
を
し
て
く
れ
た
女
子
学
生
の
表
情
が

和
ら
い
で
い
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

崩
壊
の
９
カ
月
ほ
ど
前
だ
っ
た
か
、
西

ベ
ル
リ
ン
で
ポ
ツ
ダ
ム
広
場
の
壁
を
見
た

こ
と
が
あ
る
。
観
光
客
用
の
小
さ
な
展
望

台
に
上
る
と
壁
の
向
こ
う
が
見
渡
せ
る
。

戦
前
は
繁
華
街
だ
っ
た
の
に
、
誰
も
歩
い

て
い
な
い
。
な
ぜ
か
ウ
サ
ギ
が
一
匹
、
無

人
の
街
を
跳
ね
ま
わ
っ
て
い
た
。

い
ま
増
え
続
け
る
国
境
の
壁

２
０
１
５
年
７
月
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
ド
イ
ツ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
取
材
団
に
加
わ

り
、
ベ
ル
リ
ン
を
再
訪
し
た
。
２6
年
前
に

歩
い
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
駅
は
あ
り
ふ
れ
た

駅
だ
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
・
チ
ャ

ー
リ
ー
の
検
問
所
は
保
存
さ
れ
、
観
光
客

が
つ
ま
ら
な
そ
う
に
の
ぞ
い
て
い
た
。
ポ

ツ
ダ
ム
広
場
は
人
々
が
忙
し
く
行
き
交

う
。
ウ
サ
ギ
は
消
え
た
ら
し
い
。

第
二
次
大
戦
が
終
わ
っ
た
時
、
世
界
で

国
境
や
境
界
の
壁
は
７
つ
あ
っ
た
。
ベ
ル

リ
ン
の
壁
が
倒
れ
た
１
９
８
９
年
に
は
15

カ
所
。
だ
が
、
い
ま
77
カ
所
に
増
え
た
と

い
う（
Ｕ
Ｓ
Ａ
ト
ゥ
デ
イ
紙
２
０
１
８
年

５
月
２4
日
）。

そ
れ
で
も
、
あ
の
警
官
は
フ
ィ
ル
ム
を

抜
く
い
や
な
任
務
を
二
度
と
し
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。
初
め
て
東
の
人
間
と
話
し
た
彼

女
の
心
は
穏
や
か
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。
新

た
に
壁
を
作
り
だ
す
人
も
い
る
。
だ
が
、

壁
を
砕
き
、
乗
り
越
え
る
人
は
も
っ
と
た

く
さ
ん
世
界
中
に
い
る
。

な
か
い
・
よ
し
の
り
▼
ク
ラ
ブ
前
専
務
理
事
　

毎
日
新
聞
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
時
代
、
１
９
８
９

年
11
月
10
日
、
西
ベ
ル
リ
ン（
当
時
）に
入
り
取

材
に
当
た
っ
た
。

東独政府が往来の自由を発表したのを受け「ベルリンの壁」
に立つ市民たち。手前が西ベルリン。後方は東ベルリンの
ブランデンブルク門（1９8９年11月９日/ドイツ・ベルリン/AFP＝時事）

一線記者の取材リポート� 特別編　ワーキングプレ ス

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
か
ら
30
年

�

中
井

　良
則

強
権
体
制
を
砕
い
た
自
由
の
熱
気
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岩 手発� 地元メディアの視点から

ほ
そ
だ
・
き
よ
し
▼
１
９
８
９
年
入
社
　
運

動
部
次
長
　
報
道
部
専
任
部
長
な
ど
を
経
て
　

２
０
１
７
年
４
月
か
ら
現
職

震災犠牲者に黙とうをささげる選手と観客（９月25日/釜石市/岩手日報社提供）

日
本
が
初
の
８
強
入
り
を
果
た
し
、
今

も
熱
狂
の
余
韻
が
残
る
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ（
Ｗ
杯
）日
本
大
会
。
決
勝
ま

で
の
45
試
合
の
う
ち
、
１
次
リ
ー
グ
の
た

っ
た
１
試
合
が
行
わ
れ
た
の
が
岩
手
県
釜

石
市
の
釜
石
鵜う

の

住す
ま

居い

復
興
ス
タ
ジ
ア
ム

だ
。
全
国
1２
会
場
の
う
ち
最
も
小
さ
く
、

遠
い
街
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、こ
こ
は「
特

別
な
場
所
」だ
っ
た
。

そ
の
試
合
は
９
月
２5
日
の
フ
ィ
ジ
ー
対

ウ
ル
グ
ア
イ
戦
。
強
豪
国
に
よ
る
ビ
ッ
グ

マ
ッ
チ
で
な
く
と
も
、
釜
石
に
Ｗ
杯
が
や

っ
て
き
た
と
い
う
現
実
だ
け
で
、
ス
タ
ジ

ア
ム
と
そ
の
周
辺
は
祝
祭
的
な
空
間
と
な

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
８
年
半
。
津

波
で
全
壊
し
た
釜
石
東
中
、
鵜
住
居
小
の

跡
地
に
造
ら
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
に
、
夢
の

よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
た
か
ら
だ
。

両
チ
ー
ム
と
も
釜
石
で
起
き
た
こ
と
を

理
解
し
、特
別
な
思
い
で
対
戦
に
臨
ん
だ
。

キ
ッ
ク
オ
フ
の
前
に
は
、
１
万
４
０
２
５

人
の
観
客
と
と
も
に
震
災
犠
牲
者
へ
黙
と

う
。
試
合
は
劣
勢
と
み
ら
れ
た
ウ
ル
グ
ア

イ
が
格
上
の
フ
ィ
ジ
ー
を
３
点
差
で
下

し
、
白
熱
し
た
攻
防
が
ス
タ
ン
ド
の
興
奮

を
呼
ん
だ
。
敵
味
方
を
超
え
た
高
揚
感
が

心
地
よ
か
っ
た
。

■
震
災
直
後
の
内
輪
話
が「
夢
」の
原
点

そ
も
そ
も
震
災
で
千
人
を
超
す
死
者
・

行
方
不
明
者
を
出
し
、
競
技
場
も
な
か
っ

た
釜
石
で
Ｗ
杯
が
実
現
し
た
の
は
な
ぜ

か
。
き
っ
か
け
と
な
る
言
葉
を
発
し
た
の

は
震
災
当
時
、
釜
石
シ
ー
ウ
ェ
イ
ブ
ス

（
Ｓ
Ｗ
）＝
日
本
選
手
権
を
７
連
覇
し
た
新

日
鉄
釜
石
の
後
継
チ
ー
ム
＝
の
ゼ
ネ
ラ
ル

マ
ネ
ジ
ャ
ー
だ
っ
た
高
橋
善
幸
さ
ん

（
54
）と
さ
れ
る
。「
復
興
の
過
程
の
中
で

手
作
り
の
Ｗ
杯
が
で
き
た
ら
、
釜
石
開
催

の
意
味
が
あ
る
の
で
は
」

震
災
発
生
か
ら
ま
だ
２
カ
月
足
ら
ず
。

新
日
鉄
釜
石
Ｏ
Ｂ
と
の
内
輪
の
会
話
だ
っ

た
。
た
だ
、
高
橋
さ
ん
自
身
は
未
曽
有
の

惨
禍
の
真
っ
た
だ
中
に
お
り
、
と
て
も
動

け
な
い
。
そ
こ
で
今
は
釜
石
を
離
れ
た
北

の
鉄
人
た
ち
が
支
援
団
体「
ス
ク
ラ
ム
釜

石
」を
結
成
し
、
釜
石
招
致
の
声
を
上
げ

る
。
被
災
し
た
市
民
の
多
く
が「
ラ
グ
ビ

ー
ど
こ
ろ
の
状
況
じ
ゃ
な
い
」と
考
え
る

中
、
始
ま
っ
た
活
動
は
時
間
の
経
過
と
と

も
に
官
民
を
巻
き
込
み
、
４
年
後
の
２
０

１
５
年
３
月
、
開
催
地
に
決
ま
っ
た
。

■「
聖
地
」生
か
し
て
復
興
を

Ｗ
杯
と
復
興
は
関
係
あ
る
の
か
。
そ
う

い
う
見
方
は
今
も
あ
る
。
ス
ク
ラ
ム
釜
石

の
代
表
を
務
め
た
Ｖ
７
戦
士
の
石
山
次
郎

さ
ん（
6２
）で
さ
え「
復
興
の
手
段
に
正
解

は
な
い
」と
、
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
自

問
を
続
け
る
。
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
費
は

常
設
部
分
だ
け
で
約
39
億
円
。
今
回
、
釜

石
で
は
も
う
１
試
合
予
定
さ
れ
て
い
た

が
、
台
風
19
号
の
影
響
で
中
止
に
な
り
、

費
が
必
要
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
ス
タ
ジ
ア
ム
の
有
効
活

用
が
何
よ
り
重
要
に
な
る
。
特
に
ラ
グ
ビ

ー
の
プ
ロ
リ
ー
グ
構
想
が
持
ち
上
が
る

中
、
ど
う
関
わ
れ
る
の
か
。
地
理
的
ハ
ン

デ
ィ
は
あ
る
が
、
楕
円
球
の
世
界
で
釜
石

と
い
う
地
名
は
地
元
の
人
が
思
う
以
上
に

「
聖
地
」と
し
て
敬
意
を
持
た
れ
て
い
る

と
常
々
感
じ
る
。
そ
の
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
を

最
大
限
に
生
か
す
場
に
な
れ
ば
い
い
。

「
鉄
と
魚
と
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
」を
掲

げ
、
製
鉄
業
の
最
盛
期
に
９
万
人
を
超
え

て
い
た
市
の
人
口
は
３
万
３
千
人
ま
で
減

っ
た
。
新
日
鉄
釜
石
の
合
理
化
に
よ
り
、

２
０
０
１
年
に
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
し
て
再

出
発
し
た
釜
石
Ｓ
Ｗ
は
、
悲
願
の
ト
ッ
プ

リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
せ
な
い
ま
ま
下
部
リ

ー
グ
で
苦
闘
が
続
く
。

今
年
、
福
岡
の
人
な
が
ら
古
巣
に
愛
着

を
持
つ
新
日
鉄
釜
石
Ｏ
Ｂ
の
森も

り

重し
げ

隆た
か

さ
ん

（
68
）が
日
本
ラ
グ
ビ
ー
協
会
の
会
長
に
就

い
た
の
は
、
釜
石
に
と
っ
て
追
い
風
だ
。

日
本
代
表
の
躍
進
を
受
け
、
森
さ
ん
は

「
２0
年
後
ぐ
ら
い
に（
Ｗ
杯
を
）も
う
一
回

や
ら
な
い
と
」と
意
欲
を
語
っ
た
。
ラ
グ

ビ
ー
へ
の
関
心
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
盛
り

上
が
っ
て
い
る
こ
の
好
機
を
逃
さ
ず
、
夢

の
続
き
へ
動
き
だ
し
た
い
。

細田　清
（岩手日報社運動部長）

新・列島報告�　岩手県
釜石市でラグビーＷ杯

「特別な場所」で １ 試合実施
今後の課題はスタジアム活用

Ｗ
杯
用
の

仮
設
ス
タ

ン
ド（
約

１
万
席
）

設
置
で
掛

か
っ
た
約

10
億
円
は

１
試
合
実

施
し
た
だ

け
で
消
え

る
。
今
後

は
年
間
３

千
万
円
余

り
の
維
持
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天
皇
陛
下
が
即
位
を
宣
言
す
る「
即
位

礼
正
殿
の
儀
」が
10
月
２２
日
、
約
２9
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
た
。
筆
者
が
宮
内
記
者
会
の

常
勤
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
の
は
、
１
９
７
９

（
昭
和
54
）年
か
ら
２
年
間
。
そ
の
後
も
共

同
通
信
社
会
部
皇
室
班
メ
ン
バ
ー
や
デ
ス

ク
と
し
て
89
年
の
昭
和
天
皇
崩
御
や
現
天

皇
が
皇
太
子
時
代
の
お
妃
探
し
報
道
に
深

く
関
わ
っ
た
。
常
勤
は
も
う
40
年
も
前
の

こ
と
に
な
る
。「
即
位
の
礼
」
を
機
に
、

常
勤
時
代
や
そ
の
後
の
皇
室
ウ
オ
ッ
チ
ャ

ー
と
し
て
の〝
悪
戦
苦
闘
の
日
々
〟を
振

り
返
っ
た
。

◆
昭
和
天
皇「
腹
八
分
目
」発
言

ま
ず
、
常
勤
時
代
の
話
か
ら
始
め
る
。

当
時
、
宮
内
庁
は
、「
記
者
会
見
」を
な

ぜ
か「
お
会
い
」と
呼
ん
で
い
た
。
宮
内

庁
の
見
解
で
は
、「
会
見
」は
、
あ
く
ま

で
も
天
皇
が
外
国
の
元
首
と
会
う
こ
と
を

指
し
て
い
た
。
記
者
と
会
う
の
に「
会
見
」

を
使
う
こ
と
は
ま
か
り
な
ら
ぬ
と
い
う
こ

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○

◆
小
見
出
し
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○皇

室
報
道
、
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
悪
戦
苦
闘

昭
和
天
皇
か
ら
雅
子
さ
ん
婚
約
ま
で

�

塚
原

　政
秀

と
で
あ
る
。ま
だ
取
材
に
対
し
て
の〝
皇

室
の
壁
〟は
厚
か
っ
た
。
現
在
は
も
ち
ろ

ん
、「
記
者
会
見
」に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

当
時
の
会
見
は
、
那
須
御
用
邸
な
ど
が

使
わ
れ
た
。〝
会
見
〟は
約
30
分
、
天
皇
が

散
策
中
に
記
者
と
バ
ッ
タ
リ
と
出
会
っ
た

と
い
う
想
定
で
あ
る
。
私
を
含
め
、
各
社

の
記
者
が
そ
れ
ぞ
れ
社
名
と
名
前
を
名
乗

り
、
挨
拶
す
る
。
天
皇
は
記
者
一
人
一
人

の
前
ま
で
進
み
、
丁
寧
に
応
対
す
る
。
　

79
年
の
初
め
て
の
と
き
は
私
も
か
な
り
緊

張
し
て
い
た
。
初
め
に
、
当
時
、
話
題
と

な
っ
て
い
た
解
散
総
選
挙
に
つ
い
て
あ
る

記
者
が
質
問
す
る
と
、
昭
和
天
皇
は
、
困

っ
た
顔
も
せ
ず
、
笑
い
な
が
ら「
そ
ん
な

こ
と
は
皆
さ
ん
の
方
が
知
っ
て
い
る
の
で

は
」な
ど
と
、
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
か

わ
さ
れ
た
。
記
者
団
は
爆
笑
。
会
見
は
一

気
に
和
ん
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
翌
80

年
の
会
見
で
は
、
健
康
の
秘
訣
に
つ
い
て

「
腹
八
分
目
」と
ご
発
言
。
昭
和
天
皇
は

ま
だ
ま
だ
お
元
気
だ
っ
た
。

私
が
初
め
て
同
行
取
材
し
た
皇
太
子
夫

妻（
現
上
皇
夫
妻
）国
際
親
善
の
旅
は
、

79
年
10
月
の
こ
と
で
、
社
会
主
義
国
だ
っ

た
ル
ー
マ
ニ
ア
と
ブ
ル
ガ
リ
ア
。
ル
ー
マ

ニ
ア
は
当
時
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
大
統
領

が
独
裁
的
権
力
を
振
る
っ
て
い
た
。
大
統

領
と
の
会
見
や
晩
餐
会
な
ど
公
式
行
事
の

な
い
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。同
行
記
者
団
は
、

皇
太
子
夫
妻
か
ら
ブ
カ
レ
ス
ト
の
大
使
館

に
夕
食
の
お
招
き
を
受
け
た
。
当
初
か
ら

予
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
全
く
予
想

外
だ
っ
た
。
同
行
記
者
と
随
員
、
大
使
館

で
お
手
伝
い
を
す
る
商
社
な
ど
の
現
地
駐

在
員
が
一
緒
だ
っ
た
。
こ
の
招
待
は
後
に

〝
平
成
流
〟を
貫
く
ご
夫
妻
ら
し
い
き
め
細

か
い
気
配
り
だ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

85
年
の
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
訪
問

に
も
同
行
取
材
し
た
が
、
こ
の
時
の
よ
う

な
機
会
は
な
か
っ
た
。

◆
徳
仁
親
王
と
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
味

常
勤
時
代
、
浩
宮
徳
仁
親
王
は
、
学
習

院
大
学
文
学
部
史
学
科
に
在
学
中
だ
っ

た
。
80
年
２
月
に
成
年
式
を
迎
え
、
成
年

皇
族
と
な
っ
た
。「
お
妃
探
し
」は
ま
だ

大
き
な
話
題
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
山

登
り
が
ご
趣
味
で
、
関
東
の
雲
取
山
と
北

海
道
の
大
雪
山
系
登
山
に
同
行
し
た
。
山

頂
で
の
記
者
会
見
が
慣
行
と
な
っ
て
い

た
。
後
に
こ
の
山
頂
会
見
は
、
結
婚
に
つ

い
て（
そ
の
目
安
と
し
て
）「
い
ま
何
合
目

ぐ
ら
い
で
す
か
」と
の
記
者
団
の
質
問
に

つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。
徳
仁
親
王
と
雲

取
山
荘
で
一
緒
に
み
た
ご
来
光
と
、
大
雪

山
で
現
地
の
人
が
担
い
で
山
の
上
ま
で
上

げ
た
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
の
ご
相
伴
の
味
は
一

生
、
忘
れ
な
い
。

常
勤
が
終
わ
る
と
、
自
動
的
に
遊
軍
の

皇
室
班
に
否
応
な
し
に
組
み
込
ま
れ
た
。

主
な
仕
事
は
、
代
替
わ
り
に
備
え
て
の
取

材
と
予
定
原
稿
作
り
だ
っ
た
。
本
社
内
の

窓
の
な
い
10
人
程
度
が
入
れ
る
部
屋
が
与

え
ら
れ
た
。

共
同
通
信
で
は
、
Ｘ
デ
ー
に
備
え
て
私
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が
皇
室
班
入
り
す
る
前
か
ら
、
年
表
や
写

真
と
合
わ
せ
た「
ご
生
涯
」「
お
こ
と
ば

集
」「
記
者
会
見
録
」な
ど
の
記
事
が
作
ら

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
定
期
的
に
手
直
し
す

る
作
業
や
、
時
代
が
変
わ
る
の
で
天
皇
制

や
皇
室
に
関
す
る
企
画
記
事
も
作
り
始
め

た
。
政
治
部
に
も
皇
室
班
が
で
き
、
社
会

部
と
合
同
で
代
替
わ
り
儀
式
が
ど
う
な
る

の
か
や
、
憲
法
上
の
問
題
点
な
ど
に
つ
い

て
、
法
制
局
幹
部
や
戦
後
の
皇
室
制
度
作

り
に
関
わ
っ
た
人
々
か
ら
も
取
材
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
口
は
当
然
な
が
ら
固
か
っ

た
。

◆
天
皇
崩
御
で「
９
分
の
ス
ク
ー
プ
」

こ
の
水
面
下
の
秩
序
が
破
ら
れ
た
の

は
、
１
９
８
７
年
９
月
19
日
付
朝
日
新
聞

朝
刊
の「
天
皇
陛
下
、
腸
の
ご
病
気
、
手

術
の
可
能
性
も
」の
ス
ク
ー
プ
だ
っ
た
。

結
局
、
昭
和
天
皇
の
国
体
で
の
沖
縄
訪
問

は
、実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
当
時
、

私
は
、
太
平
洋
戦
争
で
唯
一
地
上
戦
の
あ

っ
た
沖
縄
に
天
皇
が
初
め
て
訪
問
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
那
覇
で
前
線
作
り
な
ど
に

あ
た
っ
て
い
た
。
昭
和
天
皇
は
、
87
年
９

月
２２
日
に
宮
内
庁
病
院
に
入
院
、
手
術
。

１
年
後
の
９
月
19
日
、吹
上
御
所
で
吐
血
、

以
後
重
体
が
続
き
、
国
内
で
は
自
粛
ム
ー

ド
が
広
が
っ
た
。

こ
の
日
以
降
、
共
同
通
信
で
は
、
地
方

の
支
社
局
の
記
者
も
動
員
、
皇
居
の
各
門

や
侍
医
、
東
大
医
師
団
な
ど
、
１
日
30
、

時
、
社
内
に
い
た
私
は
、
全
身
か
ら
力
が

抜
け
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

１
９
９
３（
平
成
５
）年
１
月
６
日
夕
、

総
括
デ
ス
ク
だ
っ
た
私
は
、
事
前
に
準
備

し
て
い
た
膨
大
な
予
定
原
稿
の
手
直
し
を

し
な
が
ら
、
ジ
リ
ジ
リ
と
そ
の
瞬
間
を
待

っ
て
い
た
。
こ
の
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス

ト
が「
皇
太
子
妃
に
小
和
田
雅
子
さ
ん
」

と
の
報
道
を
し
、
新
聞
協
会
報
道
小
委
員

会
が
招
集
さ
れ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
、
井

内
康
文
社
会
部
長
か
ら「
解
除
」の
声
掛

け
が
あ
り
、
午
後
８
時
45
分
、
申
し
合
わ

せ
は
解
除
さ
れ
た
。
共
同
通
信
か
ら
は
、

新
聞
紙
面
の
７
、
８
㌻
分
に
当
た
る
大
量

の
記
事
や
写
真
な
ど
が
加
盟
社
に
送
信
さ

れ
た
。
協
会
加
盟
各
社
は
宮
内
庁
か
ら
の

強
い
要
請
を
受
け
て
、
9２
年
２
月
13
日
、

関
連
報
道
の
自
粛
申
し
合
わ
せ
を
締
結
し

て
い
た
。

◆
自
粛
期
間
の
蓄
積
で
勝
負
決
ま
る
　

こ
の
日
、宮
内
庁
か
ら
の
発
表
は
な
く
、

各
社
の
報
道
内
容
は
、
自
粛
期
間
中
の
蓄

積
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た（
石
井
勤
著『
皇

后
雅
子
』）。
初
め
て
皇
太
子
が
雅
子
さ
ん

と
会
っ
た
の
は
、
雅
子
さ
ん
が
外
交
官
試

験
に
受
か
っ
た
ば
か
り
の
86（
昭
和
61
）

年
10
月
、
ス
ペ
イ
ン
・
エ
レ
ナ
王
女
の
歓

迎
パ
ー
テ
ィ
ー
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
共
同

通
信
は
、
高
円
宮
邸
で
長
い
時
間
、
皇
太

子
と
雅
子
さ
ん
は
会
っ
て
い
た
と
い
う
事

実
を
担
当
記
者
が
つ
か
み
、
徹
底
し
た
周

辺
取
材
が
行
わ
れ
た
。
雅
子
さ
ん
の
母
方

の
祖
父
が
公
害
問
題
を
抱
え
た
チ
ッ
ソ
の

ト
ッ
プ
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、交
際
は
中
断
。

こ
の
後
、9２（
平
成
４
）年
、皇
太
子
の「
強

い
希
望
」で
交
際
が
復
活
し
た
。
結
婚
が

煮
詰
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
同
年
1２
月
に
は
、

翌
年
１
月
19
日
の「
皇
室
会
議
開
催
」と

の
決
定
的
な
情
報
も
得
て
、
お
二
人
の
同

級
生
や
恩
師
の
座
談
会
な
ど
準
備
を
進
め

て
い
た
。

現
場
の
頑
張
り
や
先
輩
た
ち
か
ら
の
重

要
情
報
提
供
も
あ
り
、
取
材
は
そ
れ
な
り

に
先
行
し
て
い
た
、
と
思
っ
て
い
た
。
申

し
合
わ
せ
解
除
後
の
読
売
新
聞
１
月
７
日

付
の
朝
刊
紙
面
に
は
、
前
年
10
月
３
日
、

千
葉
県
の
新
浜
鴨
場
で
の
隠
密
デ
ー
ト
と

皇
太
子
の
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
記
事
が
で
か
で

か
と
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

明
仁
天
皇
の
２
０
１
６
年
の「
人
権
宣

言
」と
も
言
え
る「
お
こ
と
ば
」を
き
っ
か

け
と
し
て
、
生
前
退
位
が
実
現
し
た
。
終

身
在
位
制
の
存
続
は
、
事
実
上
、
困
難
に

な
っ
た
と
言
え
る
。
令
和
の
新
皇
室
が
出

発
す
る
に
当
た
っ
て
、
皇
位
継
承
権
者
が

三
人
と
な
り
、「
皇
太
子
」も
い
な
い
現

状
を
ど
う
考
え
る
か
。
女
性
・
女
系
天
皇

の
容
認
も
含
め
た
国
民
的
議
論
が
今
こ
そ

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
例
を
踏

襲
し
た
と
さ
れ
る
一
連
の
代
替
わ
り
儀
式

と
憲
法
と
の
整
合
性
は
ど
う
な
の
か
。
ま

だ
、
議
論
は
尽
く
さ
れ
た
と
は
と
て
も
言

え
な
い
。

40
人
の
記
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
が
徹
夜
で
ベ

タ
張
り
す
る
体
制
を
と
っ
た
。
結
局
、
取

材
は
、
張
り
番
の
弁
当
や
車
の
手
配
な
ど

兵
站
の
編
集
庶
務
も
含
め
た
１
１
１
日
に

及
ぶ
総
力
戦
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
89
年
１
月
７
日
未
明
か
ら
侍

医
ら
の
動
き
が
激
し
く
な
り
、
皇
太
子
は

じ
め
皇
族
方
が
続
々
と
皇
居
に
。『
共
同

通
信
社
会
部
』（
共
同
通
信
社
社
会
部
編
）

に
よ
る
と
、
こ
の
日
午
前
６
時
33
分
、
宮

内
庁
記
者
か
ら
の
連
絡
で「
危
篤
状
態
と

判
明
」の
速
報
、
こ
の
後
、
午
前
７
時
46

分
、
政
治
部
か
ら「
午
前
６
時
33
分
、
崩

御
」の
加
盟
社
に
向
け
た
重
大
速
報
の
チ

ャ
イ
ム
が
鳴
っ
た
。
宮
内
庁
の
発
表
よ
り

も
９
分
早
い
特
ダ
ネ
速
報
だ
っ
た
。
こ
の「即位礼正殿の儀」で天皇陛下の即位を祝し、万歳三唱する参列者ら

（10月22日午後1時24分/宮殿・松の間/共同通信社提供）
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■
銀
行
を
辞
め
絵
一
筋
に

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
司
会
に
呼
び
込
ま

れ
た
田
村
さ
ん
は
、
ひ
ら
ひ
ら
と
軽
や
か

に
現
れ
た
。フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
個
性
的
で
、

真
っ
赤
な
リ
ン
ゴ
の
モ
チ
ー
フ
を
付
け
た

ベ
レ
ー
帽
に
、
白
の
パ
フ
ス
リ
ー
ブ
ブ
ラ

ウ
ス
と
ふ
わ
ふ
わ
の
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
を

ま
と
っ
て
い
た
。
声
は
明
る
く
、
会
場
に

来
て
い
た
友
人
の
作
家
を
ト
ー
ク
相
手
に

巻
き
込
み
、
コ
ー
ラ
ス
仲
間
と
自
身
の
テ

ー
マ
ソ
ン
グ
と
い
う
デ
ビ
ー
・
レ
イ
ノ
ル

ズ
の「
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
」を
合
唱
し
て
い
た
。

周
囲
に
幸
せ
な
気
分
を
振
り
ま
く
妖
精
の

よ
う
な
人
だ
と
思
っ
た
。

そ
の
頃
、
連
載
の
下
調
べ
で
多
数
の
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌
を
め
く
っ
て
い
た
私
は
、

「
ハ
ッ
ピ
ー
」と
い
う
記
号
に
辟
易
し
て

い
た
。
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
文
字
を
組

み
合
わ
せ
れ
ば「
愛
さ
れ
て
モ
テ
れ
ば
ハ

ッ
ピ
ー
♪
」な
の
で
あ
る
。
で
も
、
田
村

さ
ん
の
そ
れ
は
違
っ
た
。

田
村
さ
ん
は
高
校
時
代
、
画
家
の
松
本

か
つ
ぢ
に
弟
子
入
り
し
た
。
し
か
し
、
画

家
が
不
安
定
な
職
業
だ
と
分
か
っ
て
、
卒

業
後
は
銀
行
に
就
職
。
帰
宅
後
に
絵
を
描

き
、
月
に
一
度
、
師
匠
宅
で
勉
強
し
た
。

あ
る
日
、
師
匠
が
少
女
誌
の
仕
事
を
紹
介

し
て
く
れ
た
。
田
村
さ
ん
は
夜
な
夜
な
カ

ッ
ト
を
描
い
て
は
、
銀
行
の
昼
休
み
に
出

版
社
に
届
け
た
が
、
師
匠
の
恩
に
報
い
る

た
め
、
絵
一
筋
で
生
き
て
い
く
こ
と
に
決

め
た
。

厳
し
い
道
の
り
だ
っ
た
。仕
事
は
な
く
、

数
年
は
つ
ら
か
っ
た
。銀
行
を
辞
め
る
時
、

両
親
に
経
済
的
な
負
担
を
か
け
な
い
こ

と
、
愚
痴
を
こ
ぼ
さ
な
い
こ
と
、
後
悔
し

な
い
こ
と
を
誓
っ
て
い
た
か
ら
、
う
ま
く

い
か
な
く
て
も「
う
ま
く
い
っ
て
る
」と

話
し
て
い
た
。
不
安
で
、
寂
し
く
て
、
神

保
町
の
交
差
点
で
涙
を
こ
ぼ
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

■
自
分
を
元
気
に
し
た
い
少
女
を
描
く

田
村
さ
ん
の「
ハ
ッ
ピ
ー
」は
孤
独
も
、

挑
戦
も
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
人
生
も
、

ひ
ら
り
ひ
ら
り
と
生
き
て
い
く
知
恵
も

含
ん
だ
力
強
い
も
の
だ
っ
た
。
田
村
さ

ん
は
自
身
が
描
く
少
女
た
ち
の
性
格
に

つ
い
て「
エ
ス
プ
リ
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
。
自
立
。
甘
え
が
な
い
の
か
な
。

な
ん
か
、
男
性
か
ら
カ
ワ
イ
イ
と
思
わ

れ
た
い
子
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
自
分
を

元
気
に
し
た
い
子
ね
」。
今
も
現
役
で
、

女
性
た
ち
を
励
ま
し
続
け
て
い
る
。

も
う
一
つ
、印
象
深
い
言
葉
が
あ
る
。

あ
る
日
、「
ど
う
す
れ
ば
絵
を
う
ま
く

描
け
ま
す
か
」と
聞
く
と
、「
う
ま
く

描
こ
う
っ
て
い
う
意
識
は
、
本
当
は
邪

魔
な
の
」と
言
う
。「
自
分
は
う
ま
い
」

と
思
っ
て
描
く
人
の
絵
か
ら
は
、
お
ご

り
が
出
て
し
ま
っ
て
い
る
の
だ
そ
う

だ
。「『
私
、
下
手
な
ん
で
す
』と
言
っ

て
る
人
の
絵
は
ず
っ
と
若
々
し
い
。
謙

虚
で
い
ら
れ
る
か
ら
。
発
展
途
上
が
一

番
お
し
ゃ
れ
よ
」「
う
ま
い
こ
と
よ
り
大

切
な
の
は
、
そ
の
人
の
気
持
ち
。
破
れ

目
が
あ
っ
た
方
が
、魅
力
が
あ
ふ
れ
る
。

可
能
性
が
そ
こ
か
ら
ス
パ
ー
ク
す
る
の

よ
」。
す
が
す
が
し
い
気
持
ち
に
な
っ

た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。

（
あ
お
や
ぎ
・
え
り
こ
　
札
幌
支
社
編
集
部
）

次
号
は
河
原
千
春
さ
ん（
信
濃
毎
日

新
聞
社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

「
ハ
ッ
ピ
ー
」な
た
た
ず
ま
い
の
奥

に
あ
る
、
寂
し
さ
や
切
な
さ
。
い
つ
も

発
展
途
上
の
気
持
ち
で
い
る
こ
と
の

若
々
し
さ
。
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
田

村
セ
ツ
コ
さ
ん（
81
）か
ら
い
た
だ
い

た
数
々
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
あ
れ
か
ら

何
年
た
っ
て
も
、
私
を
励
ま
し
て
く
れ

て
い
る
。

田
村
さ
ん
は
少
女
誌
の
お
し
ゃ
れ
通

信
や
名
作『
赤
毛
の
ア
ン
』な
ど
の
挿

絵
で
知
ら
れ
る
。
お
茶
目
で
楽
し
そ
う

な
少
女
た
ち
の
絵
は
、
時
代
を
超
え
て

女
性
に
愛
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
の
秋
、
田
村
さ
ん
は
東

京
の
弥
生
美
術
館
で
初
の
回
顧
展
を
開

い
た
。
そ
の
名
も「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
を
つ

む
ぐ
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
　
田
村
セ
ツ

コ
展
」。
私
は
10
代
少
女
た
ち
の
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の「
か
わ
い
い
文
化
」

を
連
載
し
て
い
て
、
日
本
の
そ
れ
を
牽

引
し
て
き
た
田
村
さ
ん
に
学
ぶ
た
め
、

内
覧
会
へ
出
か
け
た
。

リレーエッセ ー

（2012年10月/筆者提供）

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
田
村
セ
ツ
コ
さ
ん

「
発
展
途
上
が
一
番
お
し
ゃ
れ
よ
」

青
柳

　絵
梨
子（
共
同
通
信
社
）
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会報
委員から

「
ラ
マ
ダ
ン（
イ
ス
ラ
ム

教
の
断
食
月
）に
入
る
」。

毎
年
、初
冬
に
入
る
頃
、

経
団
連
の
税
制
担
当
者

に
１
本
の
メ
ー
ル
が
入

っ
た
。
発
信
者
は
30
年

以
上
に
わ
た
り
経
団
連
で
税
制
論
議
を

指
揮
し
、
２
０
１
７
年
11
月
に
急
逝
し

か
け
、「
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
に
入
っ
た
」

と
伝
え
た
り
す
る
こ
と
も
。
法
人
税
率

引
き
下
げ
に
よ
る
経
済
活
性
化
や
賃
上

げ
効
果
に
異
議
を
唱
え
る
な
ど
、
論
調

で
は
経
団
連
と
距
離
を
置
く
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
一
緒
に
取
材
し
て
い
る
感

覚
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

亡
く
な
る
前
月
に
出
さ
れ
た
著
書

体
格
の
阿
部
さ
ん
が
、
税
調
会
合
の
壁

耳
を
す
る
姿
は
冬
の
風
物
詩
だ
っ
た
。

１
９
９
８
、
99
年
の
小
渕
内
閣
の

「
何
で
も
あ
り
」の
大
減
税
を
取
材
し

た
私
も
、
阿
部
さ
ん
か
ら「（
党
税
調

幹
部
の
非
公
式
会
合
は
）ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ホ
テ
ル
」と
電
話
を
も
ら
っ
た
り
、

主
税
局
幹
部
の
車
を
、
警
戒
さ
れ
な
い

よ
う
マ
イ
カ
ー
の
日
産
マ
ー
チ
で
追
い

黙
々
と
し
て
い
た
」と
振
り
返
っ
て
い

る
。阿

部
さ
ん
の
い
な
い
３
度
目
の
冬
が

来
る
。
寒
さ
を
熱
燗
で
し
の
ぐ
私
は

「
ラ
マ
ダ
ン
」は
受
け
継
げ
な
い
が
、新

聞
、会
報
作
り
な
ど
あ
ら
ゆ
る
場
で
、抜

本
改
革
へ
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
た
い
。

毎
日
新
聞
社
編
集
編
成
局
次
長塚

田
　
健
太

た
阿
部
泰や
す

久ひ
さ

さ
ん
。「
税
制
改
正
大

綱
が
ま
と
ま
る
年
末
ま
で
禁
酒
す

る
。
一
同
、
奮
戦
す
る
よ
う
に
」と

の
阿
部
さ
ん
流
の
檄
文
だ
。
担
当
者

は
、
永
田
町
、
霞
が
関
を
駆
け
回
る

日
々
に
入
る
。

担
当
記
者
も
阿
部
さ
ん
を
訪
ね
た
。

経
団
連
会
館
の
自
席
よ
り
、
自
民
党

本
部
や
国
会
議
員
会
館
の
廊
下
で
会

う
こ
と
の
方
が
多
か
っ
た
の
は
、
与

党
税
調
、
主
税
局
幹
部
と
の
折
衝
や

情
報
収
集
を
続
け
て
い
た
か
ら
だ
。

記
者
に
交
じ
っ
て
、
力
士
の
よ
う
な

『
法
人
税
制
』で
、「
与
党
税
調
は
毎

年
度
の
税
制
改
正
が
す
べ
て
」「
政

府
税
調
は
現
行
税
制
を
大
き
く
離
れ

た
改
正
が
論
じ
ら
れ
な
い
」
と
指

摘
。
格
差
社
会
や
少
子
化
対
策
を
視

野
に
入
れ
た
抜
本
改
革
を
果
た
そ
う

と
、
毎
年
度
改
正
と
は
距
離
を
置
い

て
税
制
を
議
論
す
る
民
間
団
体
の
運

営
に
関
わ
っ
て
い
た
。
団
体
代
表
の

森
信
茂
樹
さ
ん
は
毎
日
新
聞
に
寄
せ

た
追
悼
文
で「
経
団
連
常
務
理
事
の

地
位
に
あ
っ
て
も
、
受
付
に
立
ち
、

名
札
を
机
に
置
き
、
後
片
付
け
を

「ラマダン」の冬

今
年
も
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
特
別

賞
の
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

両
賞
の
候
補
推
薦
を
募
集
す
る
案
内
を

今
月
、
プ
レ
ス
の
基
本
会
員
と
個
人
会
員

全
員
に
お
送
り
し
ま
し
た（
メ
ー
ル
登
録

が
あ
る
方
に
は
メ
ー
ル
で
、
な
い
方
に
は

郵
送
）。

両
賞
と
も
、「
プ
ロ
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
プ

ロ
」に
与
え
ら
れ
る
賞
と
し
て
日
本
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
高
い
水
準
を
示
す
も
の

で
あ
り
、
当
ク
ラ
ブ
の
公
益
目
的
事
業
で

も
あ
り
ま
す
。
未
受
賞
で
あ
れ
ば
、以
前
、

推
薦
さ
れ
た
候
補
を
再
度
、
応
募
さ
れ
て

も
構
い
ま
せ
ん
。

来
年
１
月
31
日（
金
）に
推
薦
募
集
を

締
め
切
り
、
推
薦
委
員
会
と
選
考
委
員
会

の
２
段
階
で
審
査
。
４
月
の
理
事
会
で
受

賞
者
が
決
ま
り
、
贈
賞
式
は
５
月
末
に
行

い
ま
す
。

▼
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞

こ
の
賞
は
、「
取
材
、
報
道
、
評
論
活

動
を
通
じ
て
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て

顕
著
な
業
績
を
挙
げ
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
信
用
と
権
威
を
高
め
た
個
人
を
顕
彰
す

る
も
の
」（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
規
約
第
２

条
）で
す
。
会
員
ま
た
は
法
人
会
員
社
に

属
す
る
現
役
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
個
人
を
対

象
に
、
個
別
の
ス
ク
ー
プ
で
は
な
く
、
最

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
・
特
別
賞
の

候
補
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

ク ラブ賞

近
数
年
間
の
業
績
を
重
視
し
て
選
考
し
ま

す
。
ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
れ
ば
推
薦
で
き
ま

す
。創

設
か
ら
45
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
54
人
が
受
賞
、
２
０
１
９
年
度

の
受
賞
者
は
、
芹
川
洋
一
・
日
本
経
済
新

聞
社
論
説
フ
ェ
ロ
ー
で
し
た
。

▼
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
特
別
賞

２
０
１
２
年
度
に
新
設
さ
れ
、
原
則
と

し
て
会
員
以
外
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
活
動

を
顕
彰
し
ま
す
が
、
会
員
社
の
取
材
班
・

番
組
班
な
ど
チ
ー
ム
と
し
て
の
業
績
も
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
外
国
人
や
故
人
も

対
象
と
な
り
ま
す
。
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
で

な
く
、
日
本
新
聞
協
会
も
し
く
は
日
本
民

間
放
送
連
盟
の
加
盟
社
に
属
す
る
方
で
あ

れ
ば
ど
な
た
で
も
推
薦
で
き
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
の
特
別
賞
は
、
金
本
麻

理
子
氏（
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
）、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
イ
ド
・

パ
リ
ー
氏（
英
ザ
・
タ
イ
ム
ズ
東
京
支
局

長
）が
受
賞
し
ま
し
た
。

◇

両
賞
と
も
、
所
定
の
推
薦
書
に
推
薦
理

由（
２
０
０
０
字
以
内
）を
記
入
し
、
参

考
資
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

推
薦
書
は
、
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
細
は
事
務
局
ク
ラ
ブ
賞
担
当
の
村
田

（
03
－
３
５
０
３
－
２
７
２
７
）へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



　報道の近現代史に関心を寄せていま
す。プレスセンターで刺激を受けなが
ら、「メディアと政治」について、引き
続き考えていきたいと思っています。

天
てん

日
にち

　隆
たか

彦
ひこ
1981年読売新聞入社。東北総局、
宇都宮支局、文化部記者、文化部
次長、論説委員などを経て2018年
退社。現在、帝京大学法学部教授。

新しいOB会員

■『悩めるローマ法王　フランシスコの改革』
� 秦野　るり子（読売新聞出身）
ローマ法王フランシスコの実像に迫る
　2013年に中南米出身者として初め
てローマ法王に選ばれたフランシス
コは、キリスト教徒が圧倒的に少な
い日本でも、よく知られる。ただ、
それは、質素を好み貧者に寄り添う
といった情報がほとんどであろう。
だが、教義を揺るがしかねない改革を導入し、
反対する高位聖職者を容赦なく切り捨てる冷徹
な指導者の側面をも併せ持つのがフランシスコ
である。バチカンで起こっていることを非キリ
スト者にわかるよう伝えようと努めた。

中央公論新社
902円

■『分断の時代　混迷する世界の読み解き方』
� 岡部　直明（日本経済新聞出身）
国際政治・経済の接点に照準
　冷戦終結30年の世界は混迷の度を
深めている。米中新冷戦は世界経済
を揺さぶり核危機をもたらす。英国
のＥＵ離脱をめぐる混乱で欧州もき
しむ。「分断の時代」にあるからこ
そ、偏狭なナショナリズムはやめに
して、アジア太平洋に融合の枠組みをつくるこ
とだ。その鍵は日本が握る。国際政治と国際経
済の接点に照準を合わせ、大胆に提言した。野球、
音楽、映画という趣味に重ね合わせて「主役な
き世界」を読み解くのも隠し味だ。

日経ＢＰ社
1,760円

■『ODA幻想　対中国政策の大失態』
� 古森　義久（産経新聞社ワシントン駐在客員特派員）
対中国政策はなぜ正反対の結果に
　日本国民は血税で自国への軍事脅
威となるモンスターを育てたのか。
日本が40年にわたり中国に贈り続け
た総額３兆数千憶円のODA（政府開
発援助）の総決算はそんな疑問を提
起する。対中ODAの目的は友好と
民主主義を進め、軍事には寄与しないことだった。
　だが日本の対中経済援助はまさにその正反対
の結果を招いた。なぜそうなったのか。日本の
戦後の対外政策でも最大規模のODA政策の総括
を元中国駐在の筆者が伝える。

海竜社
1,760円

■『石川忠久講話集　埋もれた詩傑―河野鉄兜
―その洒落た風趣』 前田　隆弘（NHK出身）
江戸末期は漢詩文化の爛熟期
　テットウは医者、横笛の名手、勤
王の志士で博覧強記の漢詩人。江
戸では詩敵を論駁して命を狙わ
れ、九州各地では傑物として大歓
待されるなど全国に盛名を馳せた
が、明治の前年に43歳で没し、たち
まち洋風文化の波間に埋もれた。
　碩学が、その作品の再評価を通して、日本漢
詩の真髄を分かりやすく説いた臨場感溢れる初
の講義録。「風雅な世界」を漢語で存分に創造し
得た「幕末の文人」の底力を再認識させられる。

神戸新聞総合
出版センター
2,750円

マイBOOK� マイPR

■会議報告
●第500回企画委員会（10.7　会見場）
　今後のゲスト候補などについて検討した。
出席　西村委員長、坪井、上田、磯崎、橋本、藤井
（彰）、榊原、小川、森田、杉田、川上、山田、近藤、井
上、瀬口、宮内、伊藤、出川、播摩、小栗、平井、福
田、倉重、藤森の各委員。
●第407回会報委員会（10.9　大会議室）
　新委員の曽我部桂・共同通信地域報道部長（旧
居石乃氏）があいさつした後、11月号の編集に
ついて協議した。
出席　乾委員長、曽我部、桑田、竹内、神田、迫田、
長竹、西井の各委員。
●第506回会員資格委員会（10.21　小会議室）
　事務局が新委員の指尾喜伸・読売新聞編集局次
長（旧佐伯聡士氏）と津川卓史・TBSテレビ取材担
当局次長兼外信部長（旧井上洋一氏）を紹介した
後、11月１日付入退会を審議、理事会に答申した。
出席　田中委員長、山浦、指尾、内山、津川、
山本、高木、堀木の各委員。
●第235回施設運営委員会（10.28　小会議室）
　７月から９月分のアラスカの売り上げと貸室
利用状況について事務局が報告した後、事務局
から提案があった明年１月からの洋食レストラ

ンと４月からのパーティーメニューの料金改定
案を承認した。年末年始の閉室期間も決めた。
出席　上﨑委員長、赤羽、袴田、林（恭）、有木、長
崎の各委員
●第639回理事会（書面）
　別掲（19㌻）の役員の一部交代と11月１日付の
入退会を承認した。
●第640回理事会（10.25　会見場）
　一、19年度上半期の事業報告と決算について
事務局が報告した。
　一、日本記者クラブ賞規約に基づき、20年度
日本記者クラブ賞と同特別賞を実施することを
決定した。
出席　原田理事長、梅野副理事長、土生専務理
事、小松、乾、石川、町田、喜聞、後藤、粕谷、松波、
西野、富田の各理事、岡田、岡部の各監事。

会員掲示 板
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

忘年会、新年会をクラブでいかがですか
12月２日（月）～1月31日（金）

　忘年会、新年会など社内の集まりに、お手頃
なプランをご利用ください。料理が洋食８品に
お寿司とおそばがついて3,300円、２時間の飲み
放題付きは4,950円です（別途、部屋代がかかり
ます）。ご予約は03-3503-2724へ。

＜理事交代＞
　�喜聞広典　中日新聞社取締役論説担当兼東京
本社論説室論説主幹� （旧深田実氏）
＜法人会員代表変更＞
　読売新聞社　山口寿一　グループ本社社長
� （旧白石興二郎氏）
＜訃報＞
　長沼節夫会員（時事通信出身、77歳）が11月６日
に死去されました。ご冥福をお祈りいたします。

ふぐ特別コースのご案内　2020年1月31日まで

　毎年好評をいただいているふぐの特別コースを
今年もご用意いたします。刺身、唐揚げ、鍋などふ
ぐづくしをお楽しみください。お一人6,050円で、お
二人からお受けします。ご予約は03-3503-2723へ。

今後の行事予定（11/7現在）

15㊎
10：30 ～ 11：30　10階ホール
「オリンピック・パラリンピックと社会」③
武藤敏郎 東京2020組織委員会事務総長

20㊌

12：00 ～ 13：00　10階ホール
西村康稔　経済財政政策担当相　会見
15：00 ～ 16：30　10階ホール
「安保改定60年　その功罪と今後」①
五百旗頭真　兵庫県立大学理事長

26㊋ 18：30 ～ 20：30　10階ホール
試写会「さよならテレビ」

27㊌
14：30 ～ 15：30　10階ホール
「オリンピック・パラリンピックと社会」④
山下泰裕　日本オリンピック委員会会長

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　霜月懐石（11/29まで）

　先付：穴子小袖巻き、いわし香梅煮、ふぐ煮こ
ごりなど　お椀：蟹真丈　造り：鮪、鯛、勘八　
焼物：さわら柚庵焼　煮物：ぜんまい信田巻き　
揚物：海老きり湯葉揚げ　食事：蟹雑炊　水菓子：
季節の果物（5,500円）� （板長：大井由光）

洋食　季節のおすすめコース（12/27まで）

　牡蠣フライのサラダ仕立て�ラビコットソース、
オイスターチャウダーまたはコンソメスープ、オ
マール海老のポアレ�マルセイユ風、チョコレート
ナッツサンデー、パン、コーヒー付き（3,850円）。ラ
ンチ、ディナー（土曜日はランチのみ９階レスト
ラン）ともにご利用いただけます。�（シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

会員現況 ⃝法人会員：133社　⃝基本会員：737人　⃝個人会員：1,233人
⃝法人・個人賛助会員：57社・127人　⃝特別賛助会員：104人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：89人 計：190社・2,301人

会報委員会
委員長＝乾　正人
委　員＝神田　俊英　桑田　広久　迫田　朋子

曽我部　桂　竹内　竜一　塚田　健太
中村　直樹　長竹　孝夫　西井　泰之
渡辺　昌己

（事務局：本庄五月　杉本翔一）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

秋のゴルフ会　鈴木民三会員が優勝
　クラブのゴルフ会が
10月18日（金）に若洲ゴ
ルフリンクス（東京）で
開催され、鈴木民三会
員（写真右）が春のゴル
フ会に続き連覇を果た
しました。次回は来年５月に開催予定です。
■悪条件でも力まずプレー■
　台風19号の大災害が東日本各地に及び、心が
痛みます。私の故郷福島も原発に続く水害の被
災地となり、とりわけ小さい頃に水泳をして楽し
んだ阿武隈川の堤防の決壊というニュースは衝
撃でした。そんな時の日本記者クラブのゴルフ
会は気分を変えるものになると思い、雨の予報
でしたが参加しました。肌寒い風で難しい条件
でしたが、力まずプレーしたのが結果的に良か
ったようです。参加者が少ないのは残念でした
が、それで優勝できたのかなとも思っています。
� 鈴木民三（日本経済新聞出身）クラブネクタイ　NEWカラー登場

　日本記者クラブのロゴ入り
ネクタイに新色が登場。紺と
シルバーのストライプ柄で、
落ち着いた印象の１本です。
受付横のガラスケースで紹介、
販売しています。価格は１本
7,337円（税込）です。

https://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■取材ノート　旅の記憶（ベテラン記者によるエッセー）
新規掲載　「上海センチメンタル・ジャーニー　
～アグネス・スメドレーの寓居を訪ねて」千野
境子会員（産経新聞出身）
緒方貞子さんの会見記録を公開しています

　10月22日に92歳で死去した緒方
貞子さん（元国連難民高等弁務官、
元JICA理事長）は過去12回、クラブ
で会見しています。初登壇時（1991
年4月25日）の会見音声、および、

下記の会見記録をウェブサイトに掲載していま
す。（1998.9.4/2004.3.22/07.10.18/08.5.20/09.5.25/11.11.21）

ウェブ版「50年史」公開しました
　11月１日、日本記者クラブは創立50周年を迎えま
した。記念事業の「50年史」をウェブサイトで公開
しました。以下のURLもしくはQRコードからもご覧
になれます。（https://www.jnpc.or.jp/history/50th）
　過去の周年誌のPDF版もお読みいた
だけます。

事 務局から
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（日本経済新聞社写真映像部）

南アフリカ戦終了後、スタッフや選手の子どもたちも加わり、記念写真に納まる日本代表　（10月20日、東京都調布市）

写 真 回 廊
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